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近
代
日
本
研
究
第
四
十
二
巻
（
二
〇
二
五
年
度
）

特
集

男
子
普
通
選
挙
一
〇
〇
年

政
治
資
金
規
正
法
と
政
治
活
動
の
自
由

―
―
制
定
時
の
議
論
を
振
り
返
る
―
―

吉
田
龍
太
郎

は
じ
め
に

一
九
四
八
年
七
月
に
政
治
資
金
規
正
法
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
、
丸
七
七
年
が
経
過
し
た
。
数
年
に
わ
た
り
同
法
改
正
の
方
向
性

に
注
目
が
集
ま
る
中
で
迎
え
た
二
〇
二
五
年
に
も
、
前
年
に
続
く
法
改
正
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
。

現
在
に
お
い
て
も
、
政
治
資
金
規
正
法
改
正
が
国
会
で
話
題
に
な
る
際
に
は
、
ど
の
よ
う
な
属
性
の
ど
の
よ
う
な
行
為
が
規
制

さ
れ
る
べ
き
な
の
か
、
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
の
か
、
自
ら
の
選
挙
基
盤
に
つ
い
て
の
認
識
も
踏
ま
え
つ
つ
直
接
間
接
に
言
及
が
な

さ
（
1
）

れ
る
。
一
九
四
八
年
に
政
治
資
金
規
正
法
が
制
定
さ
れ
た
際
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
連
合
国
総
司
令
部
に
よ
る
占
領
下
と
い
う
制
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約
の
中
で
は
あ
っ
た
が
、
国
会
議
員
た
ち
は
、
委
員
会
審
議
等
に
お
い
て
、
独
自
の
改
正
案
や
価
値
規
範
を
開
陳
し
、
あ
る
い
は

心
情
を
吐
露
し
た
。
そ
こ
で
批
判
さ
れ
て
い
る
条
文
の
中
に
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
存
在
し
、
今
で
は
党
派
の
違
い
に
か
か
わ
ら

ず
順
守
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
さ
え
含
ま
れ
て
い
た
。

未
知
な
る
世
界
と
し
て
の
過
去
を
紐
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
こ
と
は
多
い
。
戦
後
日
本
の
政
治
文
化
や
現
行
制
度
の
歴

史
的
経
緯
が
再
検
証
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
新
た
な
選
択
肢
へ
の
材
料
に
も
な
り
得
る
。

選
挙
制
度
の
記
念
碑
的
通
史
で
あ
っ
た
杣
正
夫
（
一
九
八
六
）
は
、
政
治
資
金
規
正
法
に
も
一
定
の
目
配
り
を
し
て
い
た
が
、

主
と
し
て
法
案
の
内
容
の
解
説
に
と
ど
ま
り
、
議
員
立
法
提
出
に
至
る
過
程
や
提
出
後
の
国
会
論
議
の
全
体
像
に
は
触
れ
て
い

（
2
）

な
い
。
最
新
の
解
説
書
で
あ
る
竹
内
彰
志
（
二
〇
二
五
）
は
、
現
行
法
と
の
違
い
の
一
部
や
、
衆
議
院
に
お
け
る
共
産
党
の
反
対

理
由
に
つ
い
て
は
要
点
を
押
さ
え
た
説
明
を
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
他
の
議
論
は
割
愛
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
参
議
院
審
議

に
つ
い
て
は
簡
略
化
が
目
（
3
）

立
つ
。

本
稿
の
目
的
は
、
こ
う
し
た
先
行
研
究
の
一
定
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
四
八
年
規
正
法
の
概
要
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
ま
で
紹
介
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
立
法
府
議
員
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
各
種
の
規
範
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
四

八
年
規
正
法
は
政
治
資
金
全
般
へ
の
規
制
と
選
挙
資
金
規
制
の
双
方
を
対
象
と
し
て
い
た
が
、
本
稿
は
主
と
し
て
前
者
に
焦
点
を

当
て
る
。

一

法
案
作
成
と
審
議
の
（
4
）

流
れ

選
挙
時
以
外
の
政
治
家
の
活
動
に
対
す
る
規
制
と
し
て
は
、
占
領
初
期
よ
り
、
政
党
法
の
制
定
が
検
討
さ
れ
て
い
た
が
、
議
員
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側
の
反
対
等
も
あ
り
進
展
し
て
い
な
か
っ
た
。
一
九
四
七
年
に
は
、
内
務
省
解
体
や
、
そ
れ
に
伴
う
全
国
選
挙
管
理
委
員
会
の
設

置
が
先
行
し
た
の
ち
、
腐
敗
防
止
法
案
と
し
て
、
政
治
資
金
規
制
に
特
化
し
た
立
法
が
目
指
さ
れ
る
方
向
と
な
っ
た
。

平
常
時
の
政
治
活
動
資
金
へ
の
規
制
を
新
た
に
導
入
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
つ
つ
、
従
来
の
選
挙
運
動
規
制
を
も
取
り
込
ん
だ

内
容
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
帝
国
議
会
時
以
来
の
衆
議
院
選
挙
法
や
四
七
年
制
定
の
参
議
院
選
挙
法
に
お
い
て
も
選
挙
資
金
の

規
制
は
存
在
し
た
し
、
戦
後
占
領
下
に
至
っ
て
発
せ
ら
れ
た
勅
令
（「
政
党
、
協
会
其
ノ
他
ノ
団
体
ノ
結
成
ノ
禁
止
等
ニ
関
ス
ル
件
」

（
昭
和
二
一
年
勅
令
第
一
〇
一
号
））
に
お
い
て
は
、
あ
る
団
体
が
選
挙
運
動
に
関
わ
る
場
合
（
候
補
者
を
推
薦
・
支
持
・
不
支
持

す
る
場
合
）
に
は
す
で
に
団
体
設
立
の
届
出
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
も
の
も
受
け
継
ぐ
形
で
の
立
法
で
あ
っ
た
。
次
章

で
詳
述
す
る
通
り
、
政
治
的
団
体
の
収
支
報
告
・
公
開
を
軸
に
、
選
挙
に
つ
い
て
は
寄
附
禁
止
規
定
も
多
く
盛
り
込
ま
れ
た
。

衆
議
院
で
は
、
従
来
よ
り
存
在
し
て
い
た
「
政
党
法
及
び
選
挙
法
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」（
委
員
長：

浅
沼
稲
次
郎
・
日
本

社
会
党
）
の
中
に
、
一
九
四
八
年
一
月
、「
政
治
腐
敗
行
為
に
関
す
る
小
委
員
会
」（
小
委
員
長：

長
野
重
右
衛
門
・
民
主
党
）
を

設
置
し
議
論
を
進
め
た
。
三
月
二
六
日
ま
で
に
は
、
衆
議
院
法
制
部
に
よ
っ
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
法
案
要
項
が
小
委
員
会
の
委

員
に
配
布
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
他
方
で
、
前
年
末
に
設
置
さ
れ
た
全
国
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
も
、
連
合
国
総
司
令
部
の
指

示
の
も
と
同
趣
旨
の
法
案
の
設
定
が
別
個
に
進
め
ら
れ
て
い
た
。
衆
議
院
側
が
こ
の
こ
と
を
知
る
に
至
り
、
三
月
三
一
日
か
ら
は

衆
院
小
委
員
会
と
全
国
選
管
の
協
議
が
な
さ
れ
、
四
月
一
三
日
ま
で
に
は
、
両
者
を
組
み
合
わ
せ
た
案
が
策
定
さ
れ
た
。
こ
の
素

案
に
基
づ
き
協
議
が
続
け
ら
れ
、
四
月
二
六
日
の
小
委
員
会
に
お
い
て
は
成
案
を
得
る
に
至
っ
た
。

四
月
二
七
日
に
は
、
法
案
提
出
に
向
け
、
政
党
法
及
び
選
挙
法
に
関
す
る
特
別
委
員
会
で
の
議
論
が
開
始
さ
れ
た
。
長
野
小
委

員
長
に
よ
る
小
委
員
会
審
議
経
過
な
ら
び
に
結
果
に
つ
い
て
の
報
告
か
ら
始
ま
り
、
次
章
で
詳
述
す
る
通
り
若
干
の
異
論
表
明
が

続
け
ら
れ
た
。
占
領
当
局
と
の
再
折
衝
を
経
て
二
日
目
の
議
論
と
な
っ
た
四
月
三
〇
日
に
は
、
事
務
方
よ
り
若
干
の
修
正
を
含
む

政治資金規正法と政治活動の自由
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成
案
が
説
明
さ
れ
、
そ
れ
を
原
案
と
す
る
旨
が
可
決
さ
れ
た
。
議
員
立
法
と
し
て
提
出
す
る
に
あ
た
り
、
浅
沼
委
員
長
と
、
法
案

に
反
対
の
共
産
党
委
員
一
名
（
林
百
郎
）
を
除
く
委
員
全
員
に
よ
る
共
同
提
出
と
す
る
こ
と
も
合
わ
せ
て
合
意
さ
れ
た
。
実
際
の

提
出
は
浅
沼
ほ
か
さ
ら
に
四
三
名
に
よ
る
も
の
と
な
っ
た
。

四
月
三
〇
日
の
本
会
議
に
お
い
て
は
、
提
出
者
の
要
求
の
通
り
委
員
会
の
審
査
を
省
略
し
て
上
程
し
審
議
を
進
め
る
べ
き
と
す

る
緊
急
動
議
が
提
出
さ
れ
、
異
議
な
く
議
事
日
程
が
追
加
さ
れ
た
。
浅
沼
が
法
案
提
出
者
と
し
て
起
草
の
経
過
や
委
員
会
で
の
議

論
・
賛
否
に
も
言
及
し
つ
つ
趣
旨
説
明
に
立
っ
た
の
ち
、
松
岡
駒
吉
議
長
が
討
論
に
入
る
旨
を
宣
言
し
た
。
そ
の
上
で
、
共
産
党

が
反
対
す
る
中
で
の
可
決
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
反
対
討
論
を
行
う
と
目
さ
れ
た
同
党
の
林
百
郎
が
発
言
す
る
前
に
、
徳
田
球

一
委
員
長
が
、
進
行
に
異
議
が
あ
る
と
し
て
議
事
続
行
の
動
議
を
提
出
す
る
旨
の
発
言
を
行
っ
た
が
、
松
岡
議
長
は
、
林
の
発
言

が
な
け
れ
ば
討
論
棄
権
と
見
な
す
、
動
議
の
提
出
に
つ
い
て
は
発
言
を
許
し
て
い
な
い
な
ど
と
述
べ
、
採
決
に
入
っ
た
。
林
と
徳

田
ら
が
抗
議
の
不
規
則
発
言
を
す
る
中
、
起
立
採
決
が
行
わ
れ
、
起
立
多
数
で
可
決
と
な
（
5
）

っ
た
。

参
議
院
に
お
い
て
は
、
同
日
中
に
議
院
運
営
委
員
会
（
委
員
長：

木
内
四
郎
・
民
主
党
）
に
付
託
さ
れ
た
。
す
で
に
二
月
三

日
、
こ
の
参
院
議
運
委
の
中
に
「
政
党
並
び
に
選
挙
に
関
す
る
腐
敗
防
止
法
に
関
す
る
小
委
員
会
」（
小
委
員
長：

藤
井
新
一
・

日
本
社
会
党
）
を
設
け
、
衆
議
院
と
同
様
の
議
論
を
、
小
委
員
会
本
体
さ
ら
に
は
「
打
ち
合
わ
せ
会
」
や
「
懇
談
会
」
な
ど
の
形

式
に
よ
っ
て
も
行
っ
て
い
た
が
、
衆
議
院
議
決
案
は
そ
の
小
委
員
会
に
付
託
さ
れ
る
こ
と
が
五
月
一
日
の
議
運
委
で
決
ま
っ
た
。

小
委
員
会
は
、
五
月
五
日
、
一
二
日
、
一
七
日
、
一
九
日
、
二
一
日
と
審
議
を
続
け
た
。
そ
し
て
、
二
四
日
に
は
議
院
運
営
委

員
会
が
学
識
経
験
者
や
実
務
家
を
証
人
と
し
て
招
い
て
の
質
疑
も
行
っ
た
。
証
人
は
、
経
営
側
か
ら
浅
尾
新
甫
（
日
本
郵
船
株
式

会
社
社
長
）
と
近
藤
銕
次
（
東
京
商
工
会
議
所
副
会
頭
）、
労
働
側
か
ら
江
口
泰
助
（
日
本
教
員
組
合
法
制
部
長
）
と
重
盛
壽
治

（
日
本
労
働
組
合
総
同
盟
副
会
長
）、
学
識
者
か
ら
吉
村
正
（
早
稲
田
大
学
教
授
）
と
宮
澤
俊
義
（
東
京
大
学
教
授
）
で
あ
っ
た
。

94



そ
の
次
の
六
月
一
一
日
の
小
委
員
会
に
お
い
て
は
二
つ
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
無
所
属
懇
談
会
の
佐
々
木
良
作
に
よ
る
も
の

は
否
決
、
緑
風
会
の
竹
下
豊
次
に
よ
る
も
の
が
可
決
と
な
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
た
六
月
一
五
日
の
議
院
運
営
委
員
会
で
も
、
竹
下
案
が
可
決
さ
れ
た
。
藤
井
小
委
員
長
が
小
委
員
会
審
査
の
経
過

な
ら
び
に
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
た
の
ち
、
木
内
委
員
長
の
進
行
で
討
論
に
入
っ
た
。
そ
の
際
に
佐
々
木
が
小
委
員
会
の
時
と
同

様
の
修
正
案
を
再
度
提
出
し
、
よ
り
詳
細
な
提
出
理
由
も
述
べ
た
が
、
自
由
党
の
黒
川
武
雄
は
小
委
員
会
可
決
案
に
賛
成
す
る
旨

を
述
べ
、
採
決
の
結
果
、
佐
々
木
案
は
否
決
、
小
委
員
会
修
正
は
可
決
さ
れ
た
。
六
月
一
九
日
の
参
議
院
本
会
議
に
お
い
て
も
、

委
員
長
報
告
の
通
り
に
修
正
可
決
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
修
正
は
、
衆
院
回
付
後
の
六
月
三
〇
日
の
本
会
議
に
お
い
て
全
会
一
致
で
不
同
意
と
な
り
、
続
い
て
行
わ
れ
た

衆
院
案
の
再
議
決
の
結
果
三
分
の
二
以
上
の
多
数
を
以
て
可
決
・
成
立
と
な
っ
た
。

二

一
九
四
八
年
政
治
資
金
規
正
法
の
概
要

成
立
し
た
法
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
（
6
）

っ
た
。

（
1
）
規
制
の
対
象

第
一
条
に
は
、
本
法
の
目
的
と
し
て
、「
政
党
、
協
会
そ
の
他
の
団
体
及
び
公
職
の
候
補
者
等
の
政
治
活
動
の
公
明
を
図
り
、

選
挙
の
公
正
を
確
保
し
、
も
っ
て
民
主
政
治
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
」
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
現
在
に
至
る
ま
で
お
お
む

ね
踏
襲
さ
れ
て
い
る
規
定
で
あ
る
。

政治資金規正法と政治活動の自由
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政
党
と
、
政
党
以
外
の
政
治
的
団
体
（「
協
会
そ
の
他
の
団
体
」）
は
、
後
述
の
通
り
、
平
常
時
を
含
む
政
治
資
金
全
般
と
、
別

途
選
挙
資
金
に
特
化
し
た
収
支
報
告
義
務
が
あ
る
一
方
、
政
治
家
個
人
は
、「
公
職
の
候
補
者
」
に
な
っ
た
時
の
み
収
支
報
告
義

務
が
あ
る
。
政
治
家
個
人
が
寄
附
を
平
常
時
に
も
直
接
（
政
治
団
体
を
作
ら
ず
と
も
）
受
け
取
れ
る
こ
と
や
、
そ
の
政
治
家
個
人

の
収
支
が
、
後
述
の
通
り
、
候
補
者
と
な
っ
た
場
合
の
過
去
の
寄
附
金
支
出
と
、
選
挙
資
金
を
除
い
て
は
補
捉
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
は
、
現
在
と
大
き
く
異
な
る
点
と
し
て
特
筆
さ
れ
よ
う
。

第
二
条
で
は
、
本
法
律
に
お
け
る
「
選
挙
」
と
し
て
、
衆
議
院
、
参
議
院
、
そ
し
て
地
方
選
挙
（
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
選

挙
）
が
対
象
と
さ
れ
る
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

第
三
条
に
は
、
政
党
と
、
政
党
以
外
の
政
治
的
団
体
（「
協
会
そ
の
他
の
団
体
」）
に
つ
い
て
の
定
義
が
置
か
れ
て
い
る
。
政
党

と
は
、「
政
治
上
の
主
義
若
し
く
は
施
策
を
推
進
し
、
支
持
し
、
若
し
く
は
こ
れ
に
反
対
し
、
又
は
公
職
の
候
補
者
を
推
薦
し
、

支
持
し
、
若
し
く
は
こ
れ
に
反
対
す
る
こ
と
を
本
来
の
目
的
と
す
る
団
体
」
と
さ
れ
た
。
政
治
的
主
張
や
選
挙
活
動
を
本
来
の
目

的
と
す
る
も
の
を
指
す
。「
協
会
そ
の
他
の
団
体
」
と
は
、「
政
党
以
外
の
団
体
で
政
治
上
の
主
義
若
し
く
は
施
策
を
支
持
し
、
若

し
く
は
こ
れ
に
反
対
し
、
又
は
公
職
の
候
補
者
を
推
薦
し
、
支
持
し
、
若
し
く
は
こ
れ
に
反
対
す
る
目
的
を
有
す
る
も
の
」
と
さ

れ
た
。
政
治
的
主
張
や
選
挙
活
動
を
本
来
の
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
を
目
的
と
す
る
に
至
っ
た
よ
う
な
も
の
を
指

す
。
支
持
・
反
対
云
々
は
現
在
と
同
じ
文
言
で
あ
る
が
、
現
在
と
異
な
る
点
は
、
第
一
に
、
政
党
と
政
党
以
外
の
政
治
団
体
の
取

り
扱
い
が
異
な
る
こ
と
、
第
二
に
、
政
治
的
主
張
や
選
挙
活
動
の
ど
ち
ら
か
を
「
本
来
の
目
的
」
と
し
て
い
る
と
見
な
さ
れ
れ
ば

政
党
と
扱
わ
れ
、
そ
こ
で
は
常
に
政
治
・
選
挙
活
動
を
し
て
い
る
よ
う
な
経
済
・
労
働
団
体
も
「
政
党
」
と
見
な
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
、
第
三
に
、
政
党
以
外
の
団
体
に
つ
い
て
も
、
捕
捉
さ
れ
る
団
体
の
範
囲
が
広
が
り
や
す
い
書
き
ぶ
り
と
な
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
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な
お
、
政
党
・
団
体
の
支
部
に
つ
い
て
は
、
本
部
の
規
定
が
準
用
さ
れ
、
各
組
織
が
独
自
の
本
部
団
体
と
見
な
さ
れ
る
（
一
八

条
）。
現
在
と
同
様
で
あ
る
。

第
四
条
に
は
、
本
法
律
の
も
と
政
治
家
個
人
が
収
支
報
告
を
求
め
ら
れ
る
場
面
で
あ
る
「
公
職
の
候
補
者
」
に
つ
い
て
の
定
義

が
あ
り
、
上
記
国
政
な
ら
び
に
地
方
選
挙
に
お
い
て
候
補
者
と
し
て
届
け
出
を
な
さ
れ
た
も
の
を
指
す
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

第
五
条
に
は
収
支
の
小
分
類
で
あ
る
と
こ
ろ
の
収
入
・
寄
附
・
支
出
の
定
義
が
あ
る
。
収
入
と
は
、「
金
銭
、
物
品
そ
の
他
の

財
産
上
の
利
益
の
収
受
、
そ
の
収
受
の
承
諾
ま
た
は
約
束
」
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
寄
附
と
は
、「
金
銭
、
物
品
そ
の
他
の
財
産
上

の
利
益
の
供
与
又
は
交
付
、
そ
の
供
与
又
は
交
付
の
約
束
で
党
費
、
会
費
そ
の
他
債
務
の
履
行
と
し
て
な
さ
れ
る
も
の
以
外
の
も

の
」
と
さ
れ
た
。
支
出
と
は
、「
金
銭
、
物
品
そ
の
他
の
財
産
上
の
利
益
の
供
与
又
は
交
付
、
そ
の
供
与
又
は
交
付
の
約
束
」
と

さ
れ
て
い
る
。
多
く
は
現
在
と
同
じ
文
言
で
あ
る
が
、
大
き
く
異
な
る
点
は
、
収
入
に
つ
い
て
は
承
諾
ま
た
は
約
束
、
寄
附
と
支

出
に
つ
い
て
は
約
束
が
あ
れ
ば
規
制
対
象
と
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
（
五
条
）。

（
2
）
団
体
設
立
に
伴
う
届
け
出
事
項
と
そ
の
変
更
届

政
党
も
政
党
以
外
の
政
治
的
団
体
も
、
収
支
報
告
よ
り
も
前
に
ま
ず
は
設
立
に
伴
う
届
け
出
が
必
要
で
あ
る
。
現
在
と
ほ
ぼ
同

様
の
規
定
が
す
で
に
完
成
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
政
党
や
そ
れ
以
外
の
政
治
的
団
体
は
、
代
表
者
と
会
計
責
任
者
（「
代
表
者
ま
た
は
主
観
者
及
び
会
計
責
任
者
」）

を
各
一
人
ず
つ
選
任
し
、
こ
れ
ら
の
も
の
の
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
選
任
の
年
月
日
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
、
そ
の

活
動
領
域
の
区
分
に
従
っ
て
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
（
7
）

六
条
）。「
組
織
の
日
」
あ
る
い
は
「
第
三
条
に
規
定
す
る
目
的
を
有

す
る
に
至
っ
た
日
」
か
ら
七
日
以
内
が
期
限
で
あ
る
。
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代
表
者
や
会
計
責
任
者
が
交
代
し
た
時
は
、
変
更
届
を
七
日
以
内
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
七
条
）。
な
お
、
会
計
責

任
者
が
交
代
し
た
場
合
に
は
、
一
五
日
以
内
に
引
き
継
ぎ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
に
は
、
年
月
日
記
載
の
引
継
書

を
作
成
し
署
名
捺
印
し
、
現
金
お
よ
び
帳
簿
そ
の
他
の
書
類
と
と
も
に
受
け
渡
す
（
一
五
条
）。

各
団
体
は
、
上
記
の
設
立
や
異
動
の
届
出
が
な
さ
れ
た
後
で
な
け
れ
ば
、
公
職
の
候
補
者
の
推
薦
・
支
持
ま
た
は
反
対
そ
の
他

の
政
治
活
動
の
た
め
に
寄
附
を
受
け
た
り
、
ま
た
は
支
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
八
条
）。

（
3
）
政
党
・
団
体
の
定
期
収
支
報
告
・
公
開
へ
の
流
れ

1

収
支
証
明
書
類
の
整
備

会
計
帳
簿

政
党
や
そ
の
他
政
治
的
団
体
は
会
計
帳
簿
を
備
え
、
法
定
の
事
項
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
九
条
）。
法
定
の
事
項
と

さ
れ
た
も
の
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

資
金
の
入
り
口
に
つ
い
て
は
、
政
党
は
寄
附
に
加
え
そ
の
他
の
収
入
に
つ
い
て
、
政
党
以
外
の
政
治
的
団
体
（「
協
会
そ
の
他

の
団
体
」）
は
寄
附
の
み
に
つ
い
て
、
全
て
記
す
と
と
も
に
、
寄
附
に
つ
い
て
は
、
支
払
元
の
氏
名
・
住
所
・
職
業
、
金
額
、
年

月
日
も
記
録
す
る
。
な
お
、
寄
附
に
つ
い
て
は
、
代
表
者
や
会
計
責
任
者
以
外
の
一
般
構
成
員
や
外
部
関
与
者
が
受
け
取
っ
た
も

の
に
つ
い
て
も
、
こ
の
政
党
・
団
体
の
た
め
に
用
い
る
目
的
で
、
こ
の
団
体
の
代
表
者
も
し
く
は
会
計
責
任
者
と
「
意
思
を
通
じ

て
」
行
っ
て
い
れ
ば
、
当
該
団
体
の
収
支
に
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該
政
党
・
団
体
へ
の
所
有
権
の
移
転
等
が
な
さ
れ
な

い
場
合
に
も
記
載
義
務
を
課
す
趣
旨
で
あ
（
8
）

っ
た
。

全
国
選
挙
管
理
委
員
会
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
政
党
の
「
そ
の
他
の
収
入
」
と
し
て
は
党
費
、
会
費
、
あ
る
い
は
機
関
紙
な
ど
の
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事
業
収
入
が
想
定
さ
れ
、
一
方
、
そ
の
他
の
団
体
に
そ
の
点
の
記
録
が
要
求
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
政
治
活
動
を
本
来
の
目
的
と

し
て
い
な
い
の
で
「
成
る
た
け
そ
の
点
に
関
し
ま
し
て
は
最
小
限
度
の
取
扱
い
を
す
る
と
い
う
趣
旨
」
で
（
9
）

あ
る
。
参
議
院
法
制
部

の
説
明
に
よ
れ
ば
、
本
来
の
政
治
的
団
体
で
な
け
れ
ば
収
入
を
特
に
規
制
す
る
必
要
は
な
く
、「
た
だ
そ
れ
が
政
治
活
動
す
る
目

的
の
た
め
に
、
外
部
か
ら
受
け
る
と
こ
ろ
の
寄
附
を
取
上
げ
れ
ば
、
こ
の
法
案
の
目
的
は
十
分
に
達
せ
ら
れ
る
」
と
さ
れ
る
が
、

根
拠
は
不
明
で
あ
る
。

他
方
、
資
金
の
出
口
に
つ
い
て
は
、
政
党
も
そ
れ
以
外
の
政
治
的
団
体
も
、
と
も
に
全
て
の
支
出
に
つ
い
て
記
す
と
と
も
に
、

そ
の
全
て
に
つ
き
支
出
先
の
氏
名
・
住
所
・
職
業
、
支
出
目
的
、
金
額
、
支
出
年
月
日
を
記
録
す
る
。
な
お
、
一
般
構
成
員
や
外

部
関
与
者
が
支
払
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
政
党
・
団
体
の
た
め
に
、
こ
の
団
体
の
代
表
者
も
し
く
は
会
計
責
任
者
と
「
意

思
を
通
じ
て
」
行
っ
て
い
れ
ば
、
団
体
の
収
支
に
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
収
入
の
扱
い
と
同
様
で
あ
る
。

政
党
以
外
の
政
治
的
団
体
が
寄
附
以
外
の
収
入
記
録
を
求
め
ら
れ
て
い
な
い
点
が
現
在
と
大
き
く
異
な
る
。
寄
附
以
外
の
収
入

記
録
作
成
を
義
務
付
け
ら
れ
た
政
党
も
ま
た
、
寄
附
以
外
の
収
入
を
も
た
ら
し
た
者
の
氏
名
等
の
記
載
義
務
は
（
10
）

な
い
。
寄
附
以
外

の
党
費
・
会
費
等
収
入
に
は
氏
名
報
告
義
務
が
な
く
、
寄
附
者
が
専
ら
捕
捉
さ
れ
て
い
く
構
造
は
、
現
在
の
政
治
団
体
に
お
け
る

扱
い
と
す
で
に
同
様
で
あ
る
。
部
外
者
を
含
み
得
る
資
金
移
動
の
ほ
う
が
警
戒
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

代
表
者
・
会
計
責
任
者
以
外
の
人
物
に
よ
る
寄
附
受
取
・
支
出
に
際
す
る
明
細
書

一
般
構
成
員
や
外
部
関
与
者
が
政
党
や
そ
れ
以
外
の
政
治
的
団
体
の
た
め
に
（
そ
の
代
表
者
も
し
く
は
会
計
責
任
者
と
「
意
思

を
通
じ
て
」）
寄
附
を
受
け
取
っ
た
り
支
出
を
行
っ
た
時
に
は
、
そ
の
寄
附
や
支
出
の
相
手
方
に
つ
い
て
、
上
記
帳
簿
に
記
入
す

る
よ
う
な
事
項
を
記
し
た
明
細
書
を
、
当
該
政
党
・
団
体
の
会
計
責
任
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
〇
条
）。
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一
部
に
つ
き
領
収
書

一
〇
〇
〇
円
以
上
の
支
出
に
つ
い
て
は
、
領
収
書
を
入
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
上
記
一
般
構
成
員
や
外
部
関
与
者
に
よ
る

支
出
・
領
収
書
入
手
の
場
合
は
、
直
ち
に
会
計
責
任
者
へ
転
送
を
要
す
る
（
第
一
一
条
）。

2

収
支
報
告
書
の
作
成
と
提
出

①
収
支
報
告
書
の
作
成

政
党
や
そ
れ
以
外
の
政
治
的
団
体
の
会
計
責
任
者
は
、
四
ヶ
月
に
一
度
（
毎
年
四
月
・
八
月
・
一
二
月
の
末
日
の
時
点
で
）
の

定
期
の
報
告
書
を
、
関
係
す
る
選
挙
管
理
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
二
条
）。
同
条
に
よ
れ
ば
、
法
定
の
記
載

事
項
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
政
党
・
団
体
の
解
散
時
に
も
同
様
の
報
告
を
要
す
る
（
一
七
条
）。

収
入

政
党
は
寄
附
お
よ
び
そ
の
他
の
収
入
全
て
を
、
政
党
以
外
の
政
治
的
団
体
（「
協
会
そ
の
他
の
団
体
」）
は
、
寄
附
全
て
を
記
載

す
る
。
一
般
構
成
員
や
外
部
関
与
者
が
当
該
政
党
・
団
体
の
た
め
に
な
る
よ
う
に
（
代
表
者
も
し
く
は
会
計
責
任
者
と
「
意
思
を

通
じ
て
」）
受
け
取
っ
た
も
の
も
含
む
。
先
述
の
帳
簿
の
記
載
件
数
・
金
額
そ
の
ま
ま
の
報
告
で
あ
り
、
政
党
の
ほ
う
が
捕
捉
対

象
が
広
い
。

一
部
の
寄
附
者
の
氏
名
等

上
記
の
う
ち
、
寄
附
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
帳
簿
記
載
の
氏
名
等
も
要
報
告
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
政
治
資
金
規
正
法
の
規
制

を
受
け
て
い
る
政
党
や
政
治
的
団
体
か
ら
の
寄
附
に
つ
い
て
は
一
件
一
〇
〇
〇
円
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
、
政
治
的
な
活
動
を
し

な
い
団
体
か
ら
の
寄
附
や
、
個
人
か
ら
の
寄
附
に
つ
い
て
は
一
件
五
〇
〇
円
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
、
寄
附
元
の
氏
名
・
住
所
・

100



職
業
、
金
額
、
寄
附
年
月
日
を
記
載
す
る
。
こ
の
寄
附
に
限
っ
て
見
れ
ば
、
政
党
や
政
治
的
団
体
よ
り
も
非
政
治
的
団
体
や
個
人

の
ほ
う
が
氏
名
公
開
範
囲
が
広
く
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
複
数
回
に
わ
た
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
そ
の
合
計
額
が
上
記

上
限
以
上
に
な
れ
ば
要
報
告
で
あ
る
。

支
出

政
党
も
そ
れ
以
外
の
政
治
的
団
体
も
、
と
も
に
全
て
の
支
出
を
記
載
す
る
。
一
般
構
成
員
や
外
部
関
与
者
が
当
該
政
党
・
団
体

の
た
め
に
な
る
よ
う
に
（
代
表
者
も
し
く
は
会
計
責
任
者
と
「
意
思
を
通
じ
て
」）
支
払
っ
た
も
の
も
含
む
。
先
述
の
帳
簿
の
記

載
内
容
そ
の
ま
ま
の
報
告
で
あ
る
。

一
部
支
出
先
の
氏
名
等

上
記
の
支
出
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
帳
簿
記
載
の
氏
名
等
も
要
報
告
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
少
額
で
な
い
も
の
の
支
払
先
に
つ

い
て
上
記
寄
附
と
同
様
の
基
準
で
記
載
す
る
。
基
本
的
に
は
全
て
が
政
治
資
金
規
正
法
の
規
制
を
受
け
て
い
る
政
党
・
団
体
か
ら

の
支
出
に
あ
た
る
の
で
、
一
件
一
〇
〇
〇
円
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
支
払
先
の
氏
名
・
住
所
・
職
業
、
金
額
、
支
出
年
月
日
を
記

載
す
る
こ
と
に
（
11
）

な
る
。
外
部
関
与
者
が
（
代
表
者
も
し
く
は
会
計
責
任
者
と
「
意
思
を
通
じ
て
」）
支
出
し
た
場
合
に
、
そ
の
外

部
関
与
者
が
政
党
や
政
治
的
団
体
で
あ
れ
ば
そ
れ
も
一
〇
〇
〇
円
以
上
で
の
氏
名
等
記
載
と
（
12
）

な
る
。
外
部
関
与
者
が
、
単
な
る
経

済
団
体
等
で
あ
っ
た
り
、
団
体
で
な
く
個
人
で
あ
っ
た
り
し
た
場
合
に
は
一
件
五
〇
〇
円
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
要
記
載
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
一
般
構
成
員
に
よ
る
支
払
い
も
同
様
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
個
別
の
支
出
先
報
告
の
対
象
に
は
、
種
別
を
問
わ
ず
経
費
の
全
て
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
点
は
、
人
件
費
な
ど
が
除
か
れ
て

い
る
現
在
と
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
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②
添
付
書
類

報
告
書
の
提
出
に
際
し
て
は
、
記
載
内
容
が
真
実
で
あ
る
旨
の
誓
約
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
四
九
条
）。

③
証
明
書
類
の
保
存

な
お
、
会
計
責
任
者
は
、
上
記
1
の
会
計
帳
簿
、
明
細
書
、
領
収
書
、
そ
の
他
「
支
出
を
証
す
べ
き
書
面
」
を
、
報
告
書
提
出

の
日
か
ら
二
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
六
条
）。

3

報
告
書
の
公
開

報
告
書
を
受
理
し
た
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
報
告
書
の
要
旨
を
公
表
し
（
三
三
条
）、
ま
た
、
報
告
書
の
現
物
も
二
年
間
保
存

し
、
誰
で
も
閲
覧
請
求
可
能
と
す
る
（
三
四
条
）。
各
種
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
必
要
に
応
じ
、
政
党
・
団
体
や
候
補
者
や
さ
ら

に
は
「
そ
の
他
関
係
人
」
に
対
し
、
さ
ら
に
報
告
ま
た
は
資
料
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
五
二
条
）。
な
お
、
本
法
律
の

執
行
に
関
し
、
国
・
都
道
府
県
・
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
は
指
揮
監
督
関
係
に
あ
る
こ
と
や
（
五
一
条
）、
上
記
報
告
書
要

旨
公
表
・
現
物
保
存
・
閲
覧
に
要
す
る
費
用
は
国
庫
負
担
で
あ
る
旨
も
明
記
さ
れ
た
（
五
四
条
）。

④
候
補
者
の
過
去
の
寄
附
金
支
出
の
報
告

公
職
の
候
補
者
に
な
っ
た
者
の
平
常
時
の
収
支
に
つ
い
て
は
政
治
的
団
体
ほ
ど
の
規
制
が
な
い
が
、
過
去
一
年
間
に
行
っ
た
寄

附
に
関
し
て
は
、
相
手
方
の
氏
名
・
住
所
・
金
額
を
記
し
た
報
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
三
五
条
）。
な
お
、
上
記

団
体
の
収
支
報
告
書
と
異
な
り
、
公
開
は
さ
れ
な
い
。
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⑤
罰
則

政
党
や
政
治
的
団
体
の
代
表
者
・
会
計
責
任
者
・
会
計
代
理
者
の
選
任
の
届
け
出
や
代
表
者
・
会
計
責
任
者
異
動
の
届
け
出
な

き
ま
ま
の
寄
附
受
領
や
支
出
（
八
条
違
反
）
は
、
政
党
・
団
体
に
五
〇
〇
〇
円
以
上
一
〇
万
円
以
下
の
罰
金
。
さ
ら
に
、
代
表
者

等
の
責
任
者
を
五
年
以
下
の
禁
錮
ま
た
は
五
〇
〇
〇
円
以
上
一
〇
万
円
以
下
の
罰
金
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
（
三
八
条
）。

政
党
や
政
治
的
団
体
の
定
期
あ
る
い
は
解
散
時
の
収
支
報
告
書
の
「
提
出
を
怠
」
っ
た
者
な
ら
び
に
虚
偽
記
載
を
し
た
者
（
定

期
は
一
二
条
違
反
、
解
散
時
は
一
七
条
違
反
）
に
つ
い
て
も
、
五
年
以
下
の
禁
錮
ま
た
は
五
〇
〇
〇
円
以
上
一
〇
万
円
以
下
の
罰

金
。
こ
の
際
、
政
党
・
団
体
や
支
部
の
代
表
者
に
つ
い
て
も
、「
会
計
責
任
者
の
選
任
及
び
監
督
に
つ
い
て
相
当
の
注
意
を
怠
っ

た
と
き
」
に
は
一
〇
〇
〇
円
以
上
五
万
円
以
下
の
罰
金
に
す
る
「
こ
と
が
で
き
る
」（
四
〇
条
）。

以
上
の
禁
錮
年
数
は
現
在
（
の
拘
禁
刑
）
と
同
じ
で
あ
る
。
罰
金
に
つ
い
て
は
、
下
限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
分
、
現
在
よ
り
若

干
厳
し
い
扱
い
で
あ
る
。

政
党
や
政
治
的
団
体
の
会
計
帳
簿
不
作
成
・
不
記
載
（
九
条
違
反
）、
寄
附
受
領
や
支
出
を
行
っ
た
一
般
構
成
員
や
外
部
関
与

者
に
よ
る
会
計
責
任
者
へ
の
明
細
書
不
提
出
（
一
〇
条
違
反
）、
一
〇
〇
〇
円
以
上
の
支
出
に
つ
い
て
の
領
収
書
の
不
徴
収
・
未

送
付
（
一
一
条
違
反
）、
会
計
責
任
者
の
引
き
継
ぎ
不
実
施
（
一
五
条
違
反
）、
会
計
帳
簿
・
明
細
書
・
領
収
書
・
そ
の
他
の
不
保

存
（
一
六
条
違
反
）、
ま
た
候
補
者
に
よ
る
過
去
一
年
間
の
寄
附
先
の
未
報
告
（
三
五
条
違
反
）、
さ
ら
に
は
政
党
や
政
治
的
団
体

や
候
補
者
や
「
そ
の
他
関
係
人
」
が
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の
報
告
・
資
料
提
出
要
請
を
拒
否
し
た
場
合
（
五
二
条
違
反
）
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
を
行
っ
た
者
に
三
年
以
下
の
禁
錮
ま
た
は
一
〇
〇
〇
円
以
上
五
万
円
以
下
の
罰
金
（
三
九
条
）。
な
お
、
こ
れ
ら

帳
簿
・
明
細
書
・
領
収
書
・
報
告
書
へ
の
虚
偽
記
載
や
、
選
管
照
会
へ
の
虚
偽
報
告
・
提
出
資
料
虚
偽
記
載
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

を
行
っ
た
者
に
三
年
以
下
の
禁
錮
ま
た
は
五
〇
〇
〇
円
以
上
一
〇
万
円
以
下
の
罰
金
（
同
）。
公
開
さ
れ
な
い
こ
れ
ら
の
書
類
で
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あ
る
が
、
不
記
載
に
つ
い
て
は
定
例
報
告
書
の
場
合
よ
り
禁
錮
年
数
も
罰
金
額
も
現
在
と
同
じ
比
率
で
や
や
軽
い
一
方
、
虚
偽
記

載
に
つ
い
て
は
罰
金
の
み
定
例
報
告
書
虚
偽
記
載
と
同
様
に
重
い
扱
い
と
な
っ
て
い
る
。

前
段
落
に
見
ら
れ
る
禁
錮
年
数
も
現
在
と
同
じ
で
あ
る
。
罰
金
に
つ
い
て
は
、
虚
偽
記
載
に
対
し
荷
重
さ
れ
て
い
る
点
が
、
下

限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
と
も
に
現
在
と
異
な
る
。

な
お
、
本
法
律
の
罰
金
額
は
、
既
存
の
選
挙
法
に
お
け
る
類
似
行
為
へ
の
罰
則
の
お
お
む
ね
二
・
五
倍
で
あ
る
。
衆
参
の
選
挙

法
に
残
さ
れ
た
罰
則
規
定
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
と
均
衡
す
る
形
で
改
正
さ
れ
、
引
き
上
げ
ら
れ
た
（
五
七
条
・
五
八
条
）。
な
お
、

時
効
は
い
ず
れ
も
二
年
で
あ
っ
た
（
四
八
条
）。

⑥
選
挙
資
金
規
制
に
つ
い
て

こ
の
ほ
か
、
選
挙
資
金
に
つ
い
て
の
収
支
報
告
や
寄
附
禁
止
規
定
も
本
法
律
に
記
載
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
選
挙
法
に
記
載
さ
れ

て
い
た
も
の
は
こ
ち
ら
に
移
さ
れ
た
。

収
支
報
告
と
し
て
は
、
政
党
や
政
治
的
団
体
の
選
挙
資
金
に
関
す
る
収
支
報
告
（
一
三
・
一
四
条
）、
候
補
者
の
選
挙
資
金
の

収
支
報
告
（
一
九
〜
三
〇
条
）、
そ
の
他
民
間
人
か
ら
政
党
・
団
体
や
候
補
者
へ
の
選
挙
資
金
の
収
支
報
告
（
三
一
条
）、「
公
職

に
在
る
も
の
」
か
ら
政
党
・
団
体
や
候
補
者
へ
の
選
挙
資
金
の
収
支
報
告
（
三
二
条
）
が
あ
る
。
な
お
、「
公
職
に
在
る
も
の
」

は
、
公
選
で
あ
っ
て
も
非
公
選
で
あ
っ
て
も
該
当
す
る
。

選
挙
関
連
寄
附
禁
止
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
第
一
に
、
候
補
者
か
ら
の
（
た
だ
し
、
政
党
や
政
治
的
団
体
と
、
そ
の
支
部
に
対

し
て
は
可
。
さ
ら
に
、
選
挙
区
外
で
あ
れ
ば
誰
に
対
し
て
も
可
）、
第
二
に
、
国
政
選
挙
で
は
国
と
、
地
方
選
挙
で
は
当
該
の
地

方
公
共
団
体
と
「
請
負
そ
の
他
特
別
の
利
益
を
伴
う
契
約
の
当
事
者
で
あ
る
者
」
か
ら
の
、
第
三
に
、
公
職
追
放
処
分
中
の
者
か
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ら
の
寄
附
が
、
そ
れ
ぞ
れ
禁
止
さ
れ
た
（
三
五
条
）。
こ
れ
ら
の
者
に
対
し
て
寄
附
の
勧
誘
・
要
求
を
す
る
こ
と
も
禁
止
で
あ
っ

た
（
三
六
条
）。
外
国
人
か
ら
の
寄
附
受
け
取
り
も
禁
止
で
あ
る
（
同
）。
さ
ら
に
、
他
人
名
義
の
寄
附
と
匿
名
の
寄
附
も
禁
止
で

あ
り
（
三
七
条
）、
違
反
し
た
寄
附
者
も
受
領
者
も
三
年
以
下
の
禁
錮
ま
た
は
五
〇
〇
〇
円
以
上
五
万
円
以
下
の
罰
金
で
あ
っ
た

（
四
一
条
。
受
領
が
団
体
の
場
合
は
上
記
同
額
の
罰
金
の
み
）。
そ
の
ほ
か
の
罰
金
は
、
既
述
の
類
似
の
行
為
と
お
お
む
ね
同
様
の

形
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
こ
う
し
た
選
挙
収
支
に
つ
い
て
の
条
項
は
、
一
九
五
〇
年
の
公
職
選
挙
法
制
定
時
に
再
び
移
動
さ
れ
、
元
の
構
造
に
回

帰
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

⑦
小
括

以
上
を
総
括
す
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

現
行
法
と
比
し
て
厳
し
い
規
定
も
散
見
さ
れ
る
。
竹
内
（
二
〇
二
五
）
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
収
支
報
告
書
の
提
出
は
年
三
回

に
お
（
13
）

よ
ぶ
。
四
月
、
八
月
、
一
二
月
末
ま
で
の
分
に
つ
き
、
各
回
と
も
、
一
月
か
ら
の
累
計
分
を
提
出
す
る
。
政
治
活
動
を
専
ら

行
う
団
体
で
な
く
て
も
、
政
策
へ
の
支
持
や
不
支
持
を
目
的
に
含
ん
だ
と
見
な
さ
れ
れ
ば
規
制
対
象
と
な
る
の
で
、
現
在
と
比
し

て
、
対
象
団
体
の
範
囲
も
広
が
り
得
る
。
収
入
に
つ
い
て
は
承
諾
ま
た
は
約
束
、
寄
附
と
支
出
に
つ
い
て
は
約
束
が
あ
れ
ば
規
制

対
象
と
な
る
形
に
な
っ
て
い
る
点
も
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。
法
成
立
当
時
の
イ
ン
フ
レ
状
況
に
鑑
み
れ
ば
、
寄
附
元
や
支
出
先
氏

名
の
報
告
・
公
開
範
囲
も
実
質
的
に
今
よ
り
広
い
。
こ
の
支
出
先
報
告
・
公
開
対
象
か
ら
人
件
費
な
ど
が
除
か
れ
て
い
な
い
点
も

現
在
と
異
な
る
。

他
方
、
現
行
法
よ
り
も
緩
や
か
な
部
分
も
少
な
く
な
い
。
寄
附
金
額
の
上
限
規
制
は
な
く
、
罰
則
も
現
在
よ
り
軽
い
。
政
党
以
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外
の
政
治
的
団
体
は
、
政
党
と
異
な
り
、
全
て
の
種
別
の
収
入
を
捕
捉
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
政
党
や
政
治
的
団
体
間
の

寄
附
に
つ
い
て
は
非
政
治
的
団
体
や
個
人
か
ら
の
も
の
と
比
べ
て
情
報
公
開
の
対
象
と
な
り
に
く
い
。
寄
附
の
斡
旋
者
の
氏
名
公

表
も
な
い
。
何
よ
り
、
政
治
家
個
人
の
収
支
が
選
挙
資
金
を
除
い
て
は
特
に
捕
捉
さ
れ
て
い
な
い
し
、
政
治
家
個
人
へ
の
寄
附
禁

止
に
つ
い
て
も
、
一
部
寄
附
者
か
ら
の
選
挙
資
金
が
団
体
宛
と
同
様
に
規
制
対
象
と
な
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
政
治

家
個
人
へ
の
平
常
時
の
資
金
提
供
は
、
で
き
る
し
、
基
本
的
に
公
開
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
（
政
党
や
政
治
的
団
体
か
ら
の
寄
附
や

支
出
で
あ
っ
た
場
合
の
み
支
払
元
の
団
体
の
収
支
報
告
書
に
載
る
）。

こ
の
よ
う
に
現
在
と
異
な
る
点
が
目
立
つ
も
の
の
、
証
明
書
類
の
範
囲
、
定
例
報
告
書
の
記
載
事
項
、
寄
附
以
外
の
党
費
・
会

費
等
収
入
よ
り
も
寄
附
が
個
人
名
公
開
の
対
象
と
な
る
こ
と
な
ど
は
、
お
お
む
ね
現
在
と
同
じ
で
あ
り
、
基
本
的
な
構
造
は
す
で

に
確
立
し
て
い
た
と
い
え
る
。

三

法
案
作
成
時
と
衆
議
院
審
議
に
お
け
る
争
点

（
1
）
衆
議
院
案
と
全
国
選
管
案
の
統
合

衆
議
院
に
お
け
る
法
案
起
草
段
階
で
並
立
し
た
、
衆
議
院
法
制
部
案
と
全
国
選
挙
管
理
委
員
会
案
の
違
い
は
以
下
の
通
り
で

（
14
）

あ
る
。

各
論
点
に
つ
き
、
お
お
む
ね
、
よ
り
厳
し
い
側
を
採
用
し
つ
つ
、
平
常
時
の
資
金
提
供
や
、
企
業
へ
の
制
約
が
緩
め
ら
れ
る
形

へ
と
帰
着
し
て
い
る
。
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項
目

衆
議
院
法
制
部
案

全
国
選
挙
管
理
委
員
会
案

採
否

政
党
以
外
を
ど
こ
ま
で

規
制
対
象
と
す
る
か

会
社
そ
の
他
の
団
体
で
候
補
者
を
推

薦
し
、
支
持
し
、
ま
た
は
政
治
上
の

主
義
を
支
持
す
る
団
体
は
、
そ
れ
を

元
々
の
目
的
と
し
て
い
る
か
否
か
を

問
わ
ず
、
全
て
こ
れ
を
政
治
団
体
と

見
な
し
て
こ
の
法
律
を
適
用
す
る

候
補
者
を
推
薦
し
、
支
持
し
、
ま
た

は
政
治
上
の
主
義
も
し
く
は
施
策
を

支
持
す
る
目
的
を
有
す
る
団
体
の
み

に
限
る

衆
院
案
の
通
り
（
三
条
）

役
員
選
任
・
移
動
や
収

支
報
告
書
の
届
け
出
先

政
治
団
体
の
代
表
者
や
会
計
責
任
者

の
選
任
・
異
動
、
団
体
の
解
散
ま
た

は
合
同
、
定
期
の
収
支
報
告
の
届
出

先
は
、
原
則
と
し
て
都
道
府
県
の
選

挙
管
理
委
員
会
に
。
選
挙
費
用
に
つ

い
て
は
当
該
選
挙
に
関
す
る
事
務
を

管
理
す
る
選
挙
管
理
委
員
会
に
届
出

原
則
と
し
て
全
て
市
町
村
の
選
挙
管

理
委
員
会
に
届
出

市
町
村
区
域
内
で
活
動
目
的
を
持
つ

も
の
は
市
町
村
選
管
に
。
都
道
府
県

内
で
市
町
村
区
域
を
ま
た
ぐ
も
の
は

市
町
村
選
管
を
通
じ
て
都
道
府
県
選

管
へ
。
都
道
府
県
境
を
ま
た
ぐ
も
の

は
、
都
道
府
県
選
管
を
通
じ
て
全
国

選
管
へ
（
六
条
、
一
二
条
）

帳
簿
作
成
の
要
否

帳
簿
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
政
党
の
み

政
党
の
み
な
ら
ず
、そ
れ
以
外
の
団
体

も
帳
簿
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

選
管
案
の
通
り
（
九
条
）

寄
附
以
外
の
収
入
の
報

告
の
要
否

寄
附
に
は
会
費
も
含
め
、
届
出
を
さ

せ
る

寄
附
に
は
会
費
を
含
ま
な
い

政
党
は
、
寄
附
に
加
え
そ
の
他
の
収

入
も
届
出
。
そ
の
他
の
団
体
は
寄
附

の
み
の
届
出
で
よ
い
（
一
二
条
）
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寄
附
制
限

特
別
の
法
律
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ

た
法
人
、
株
式
会
社
そ
の
他
営
利
を

主
た
る
目
的
と
す
る
法
人
、
外
国
人

ま
た
は
外
国
の
団
体
か
ら
、
寄
附
を

受
け
る
こ
と
も
、
こ
れ
ら
に
対
し
て

寄
附
を
強
要
し
た
り
請
求
す
る
こ
と

も
禁
止
。
本
人
以
外
の
名
義
を
用
い

た
寄
附
や
匿
名
の
寄
附
も
禁
止

原
案
の
範
囲
に
と
ど
め
る

選
挙
費
用
の
み
を
規
制
対
象
に
。
行

為
主
体
に
つ
い
て
は
、
衆
院
案
か
ら

株
式
会
社
を
除
く

没
収
の
有
無

規
定
違
反
の
寄
附
を
没
収
す
る

没
収
の
規
定
を
設
け
な
い

他
人
名
義
・
匿
名
寄
附
の
み
没
収

（
三
七
条
）

過
失
処
罰
の
有
無

特
に
過
失
を
罰
す
る
旨
の
規
定
を
設

け
な
い

過
失
に
つ
い
て
も
罰
す
る

選
管
案
の
通
り
（
四
三
条
二
項
）。

た
だ
し
、
重
大
な
過
失
に
限
る

選
挙
資
金
関
係
の
罰
則

引
き
上
げ

衆
議
院
議
員
選
挙
法
の
罰
則
を
改
正

せ
ず
特
例
を
設
け
る

衆
議
院
議
員
選
挙
法
の
罰
則
は
腐
敗

行
為
防
止
法
と
均
衡
を
保
つ
よ
う
に

引
き
上
げ
る

選
管
案
の
通
り
（
五
七
条
）

当
選
無
効
の
要
否

本
法
律
に
違
反
し
た
行
為
が
あ
っ
た

場
合
に
は
候
補
者
の
当
選
無
効

候
補
者
を
当
選
さ
せ
る
目
的
を
も
っ

て
違
反
行
為
を
し
た
時
に
は
候
補
者

の
当
選
無
効

候
補
者
本
人
が
処
分
さ
れ
た
と
き

は
、
当
選
無
効
（
四
四
条
）。
会
計

責
任
者
が
処
分
さ
れ
た
と
き
は
「
候

補
者
を
当
選
さ
せ
る
目
的
」
で
あ
れ

ば
当
選
無
効
（
四
五
条
）
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（
2
）
佐
竹
晴
記
に
よ
る
緩
急
双
方
の
修
正
論

衆
議
院
に
お
け
る
委
員
会
審
議
で
は
、
起
草
や
小
委
員
会
段
階
で
の
議
論
に
不
同
意
部
分
を
持
つ
議
員
に
よ
る
若
干
の
批
判
的

質
問
が
あ
っ
た
。

社
会
党
を
離
党
し
社
会
革
新
党
を
立
ち
上
げ
、
当
時
の
中
道
連
立
政
権
か
ら
距
離
を
置
く
立
場
を
と
っ
て
い
た
佐
竹
晴
記
は
、

技
術
的
な
も
の
を
含
め
て
い
く
つ
か
の
修
正
点
を
挙
げ
て
い
る
が
、
政
党
・
団
体
へ
の
寄
附
に
関
す
る
主
な
も
の
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。
第
一
点
目
と
第
三
点
目
は
規
制
強
化
、
第
二
点
目
は
規
制
緩
和
の
方
向
で
の
修
正
案
で
あ
る
。

第
一
に
、
第
三
条
に
お
け
る
政
党
以
外
の
対
象
団
体
の
定
義
の
末
尾
が
「
目
的
を
有
す
る
も
の
」
と
な
っ
て
い
る
点
に
つ
き
、

「
目
的
を
有
し
、
ま
た
は
こ
れ
ら
の
行
為
を
な
す
も
の
」
と
改
め
た
い
と
主
張
し
て
（
15
）

い
る
。
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
政
治
的
目
的

を
有
す
る
も
の
も
、
行
為
だ
け
を
な
す
も
の
も
、
と
も
に
取
り
締
ま
り
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
な
る
。
占
領
当
局
と
の
再
折
衝
を

経
て
、
日
を
改
め
て
説
明
員
と
し
て
答
弁
に
立
っ
た
三
浦
義
男
・
衆
議
院
法
制
部
長
に
よ
れ
ば
、
こ
の
点
を
追
加
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
占
領
当
局
も
反
対
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
佐
竹
が
、
六
条
の
届
け
出
義
務
の
規
定
に
「
第
三
条
の
目
的
を

持
つ
に
至
っ
た
日
」
と
の
文
言
を
追
記
す
る
こ
と
を
条
件
に
三
条
の
改
正
提
案
を
取
り
下
げ
た
た
め
、
原
案
通
り
と
な
（
16
）

っ
た
。

「
目
的
」
を
行
為
ベ
ー
ス
で
客
観
的
に
判
断
し
、
捕
捉
す
る
旨
が
よ
り
明
確
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
原
案
で
は
、
第
五
条
に
お
け
る
収
入
・
寄
附
・
支
出
の
定
義
と
し
て
、
財
産
上
の
利
益
の
交
付
な
ど
の
承
諾
や
申
し

込
み
や
約
束
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
疑
問
を
呈
し
た
。
原
案
で
は
、
収
入
に
つ
い
て
は
承
諾
ま
た
は
約
束
、
寄
附
と
支
出

に
つ
い
て
は
申
し
込
み
ま
た
は
約
束
が
あ
れ
ば
規
制
対
象
と
な
る
形
に
な
っ
て
い
た
。
佐
竹
は
こ
れ
ら
全
て
の
削
除
を
提
案
し

た
。
理
由
と
し
て
は
、
収
入
・
寄
附
・
支
出
な
ど
と
い
う
言
葉
は
通
常
の
観
念
に
従
え
ば
承
諾
や
申
し
込
み
や
約
束
を
含
ん
で
い
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な
い
、
こ
の
法
律
案
の
意
図
は
「
利
益
の
現
実
の
授
受
」
に
よ
っ
て
政
治
の
腐
敗
防
止
を
な
す
と
い
う
点
に
あ
る
、「
現
実
財
産

上
の
利
益
の
授
受
」
が
な
い
口
先
だ
け
の
約
束
や
承
諾
や
申
し
込
み
に
つ
い
て
ま
で
こ
れ
を
追
及
す
る
必
要
は
な
い
、
の
み
な
ら

ず
拒
絶
さ
れ
た
申
し
込
み
ま
で
も
こ
れ
を
全
部
支
出
と
し
て
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
「
ま
っ
た
く
事
実
に
反
す
る
結

果
」
を
招
き
関
係
団
体
や
責
任
者
等
も
不
当
に
迷
惑
を
被
る
恐
れ
が
あ
る
、
と
い
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
（
17
）

い
る
。

し
か
し
、
三
浦
に
よ
れ
ば
、
占
領
当
局
に
「
相
当
強
い
意
見
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
申
込
」
の
み
を
削
除
し
、
収
入
に
つ
い

て
の
「
承
諾
」
と
全
て
の
収
支
に
つ
い
て
の
「
約
束
」
は
残
る
こ
と
と
な
（
18
）

っ
た
。
結
局
、
収
入
に
つ
い
て
は
承
諾
ま
た
は
約
束
、

寄
附
・
支
出
に
つ
い
て
は
約
束
が
あ
れ
ば
、
規
制
対
象
と
し
て
捕
捉
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
国
と
請
負
契
約
関
係
に
あ
る
も
の
は
政
党
・
団
体
に
対
し
て
一
切
の
寄
附
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
修
正
す

べ
き
だ
と
も
述
べ
て
い
る
。
草
案
も
可
決
案
も
、
選
挙
費
用
に
つ
い
て
の
み
禁
止
し
て
い
た
。
具
体
的
に
は
三
五
条
で
禁
止
さ
れ

て
お
り
、
一
九
五
〇
年
に
公
職
選
挙
法
の
規
定
へ
と
移
り
現
在
に
至
る
ま
で
存
在
し
て
い
る
。
佐
竹
は
規
制
強
化
の
理
由
と
し

て
、
政
党
の
腐
敗
防
止
は
単
に
選
挙
に
関
す
る
寄
附
を
規
制
す
る
の
み
で
は
足
り
な
い
こ
と
や
、
選
挙
に
献
金
が
で
き
な
い
の
に

政
党
へ
の
献
金
な
ら
ば
い
く
ら
で
も
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
は
理
論
が
合
わ
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
（
19
）

い
る
。

説
明
に
立
っ
た
三
浦
が
、
請
負
の
当
事
者
は
国
あ
る
い
は
地
方
公
共
団
体
と
特
殊
の
関
係
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
政
党
そ

の
他
の
政
治
団
体
と
の
関
係
は
別
個
の
も
の
な
の
で
、
そ
こ
ま
で
禁
止
す
る
こ
と
も
ど
う
か
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
な
ど
と
述
べ

て
、
修
正
し
な
い
こ
と
に
な
っ
た
理
由
を
説
明
し
て
（
20
）

い
る
。
佐
竹
は
そ
れ
以
上
の
追
及
に
は
踏
み
込
ん
で
い
な
い
。

（
3
）
無
産
政
党
支
持
団
体
の
活
動

共
産
党
の
林
百
郎
は
、
以
下
の
通
り
、
自
ら
が
拠
っ
て
立
つ
無
産
運
動
に
と
っ
て
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
な
形
で
の
修
正
を
求
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め
（
21
）

た
が
、
い
ず
れ
も
占
領
当
局
の
理
解
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
容
れ
ら
れ
な
か
（
22
）

っ
た
。

第
一
に
、
第
三
条
に
「
目
的
を
有
す
る
も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
部
分
を
「
目
的
を
有
し
、
か
つ
こ
れ
ら
の
行
為
を
す
る
も
の
」

と
い
う
文
言
へ
と
改
め
る
よ
う
に
要
求
し
た
。
先
の
佐
竹
と
は
反
対
に
、
目
的
を
有
す
る
だ
け
で
は
取
り
締
ま
り
の
対
象
に
な
ら

な
い
こ
と
を
目
指
し
た
発
言
で
あ
る
。
占
領
当
局
と
の
再
折
衝
等
を
経
て
説
明
に
立
っ
た
三
浦
・
衆
院
法
制
部
長
は
、
目
的
と
行

為
を
「
か
つ
」
で
結
ぶ
と
「
非
常
に
狭
く
解
さ
れ
る
結
果
に
な
る
」
こ
と
が
修
正
拒
否
の
理
由
で
あ
る
と
公
然
と
述
べ
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
主
義
・
施
策
へ
の
支
持
・
反
対
や
選
挙
関
与
の
「
目
的
を
有
す
る
」
こ
と
だ
け
を
き
っ
か
け
と
し
て
取
り
締
ま
り
が

な
さ
れ
る
規
定
が
維
持
さ
れ
た
形
と
な
っ
た
。

第
二
に
、
同
条
に
お
け
る
政
党
以
外
の
団
体
（「
協
会
・
そ
の
他
の
団
体
」）
の
中
に
労
働
組
合
・
農
民
組
合
が
含
ま
れ
な
い
こ

と
の
確
認
を
求
め
た
。
し
か
し
当
局
側
の
立
法
目
的
は
ま
さ
に
こ
れ
ら
を
含
む
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
賛
成
を
得
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
き
三
浦
は
、
占
領
当
局
は
除
外
反
対
の
立
場
で
あ
っ
た
と
答
え
た
上
で
、
労
働
組
合
・
農
民
組
合

を
除
く
の
で
あ
れ
ば
「
ほ
か
の
協
会
そ
の
他
の
団
体
」
に
つ
い
て
も
ほ
と
ん
ど
同
様
に
除
外
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る

の
で
立
法
の
目
的
に
沿
わ
な
い
こ
と
が
理
由
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
と
も
述
べ
た
。
さ
ら
に
は
、
後
述
の
林
の
発
言
に
鑑
み
れ
ば
、

政
治
活
動
が
本
来
の
目
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
政
党
以
外
の
団
体
で
は
な
く
政
党
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と

の
事
前
説
明
も
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
林
は
、
選
挙
資
金
に
つ
い
て
の
条
項
に
つ
い
て
も
批
判
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
公
職
者
が
選
挙
資
金
の
寄
附
を

し
た
場
合
に
少
額
で
あ
っ
て
も
提
供
側
に
も
受
領
側
に
も
報
告
義
務
を
課
す
規
定
（
三
二
条
）
を
削
除
す
る
こ
と
や
、
選
挙
資
金

の
匿
名
の
寄
附
一
般
を
禁
止
す
る
規
定
（
三
七
条
）
を
修
正
し
て
少
額
で
あ
れ
ば
禁
止
し
な
い
形
に
す
る
よ
う
求
め
た
。
後
者

は
、
街
頭
に
お
け
る
募
金
活
動
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
。
日
を
改
め
て
政
府
委
員
と
し
て
答
弁
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に
立
っ
た
郡
祐
一
・
全
国
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
は
、
匿
名
寄
附
を
禁
止
し
、
街
頭
募
金
も
匿
名
の
方
法
に
よ
る
も
の
は
禁

止
す
る
ほ
う
が
望
ま
し
い
と
い
う
考
え
方
が
「
関
係
方
面
」
と
の
折
衝
で
も
絶
え
ず
示
さ
れ
て
い
た
旨
を
明
か
し
た
。

こ
の
際
に
林
は
、
企
業
が
本
法
律
の
規
制
対
象
団
体
に
含
ま
れ
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
を
も
批
判
し
た
。
す
な
わ
ち
、
本
法
案
に

お
い
て
、
労
働
組
合
や
農
民
組
合
と
同
様
に
政
党
と
同
じ
扱
い
と
な
る
こ
と
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
他
協
会
・
団
体
と
い

う
扱
い
に
な
る
の
か
を
問
い
質
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
三
浦
は
、
商
法
と
の
関
係
か
ら
会
社
が
政
治
目
的
を
持
つ
に
至
る
か
ど

う
か
は
疑
問
で
あ
り
。
あ
く
ま
で
寄
附
先
の
収
支
報
告
書
を
通
じ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
（
23
）

い
る
。
企
業
は
、
選

挙
資
金
提
供
に
つ
い
て
も
平
常
時
の
政
治
資
金
提
供
に
つ
い
て
も
自
ら
は
収
支
を
報
告
す
る
必
要
は
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

な
お
、
林
が
労
働
組
合
を
産
業
団
体
で
は
な
く
企
業
に
の
み
な
ぞ
ら
え
て
取
り
扱
い
の
差
異
を
批
判
し
て
い
る
点
に
は
注
意
を
要

す
る
。

引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
委
員
会
採
決
前
の
討
論
に
お
い
て
は
、
無
所
属
の
織
田
正
信
が
、「
い
わ
ゆ
る
法
規
の
濫
発
に
よ
っ
て
、

む
し
ろ
権
力
を
も
た
ざ
る
者
、
弱
き
立
場
に
あ
る
者
が
、
法
規
あ
る
が
ゆ
え
に
苦
し
め
ら
れ
て
お
る
と
い
う
の
が
、
今
日
の
偽
ら

ざ
る
実
情
で
あ
る
」
と
述
べ
疑
問
を
呈
し
て
（
24
）

い
る
。

共
産
党
の
林
も
反
対
の
討
論
を
行
い
、
理
由
と
し
て
、
第
一
に
、「
労
働
組
合
・
農
民
組
合
そ
の
他
民
主
的
な
団
体
の
活
動
を

政
治
活
動
と
い
う
名
目
で
弾
圧
す
る
こ
と
に
な
る
」、
第
二
に
、「
大
衆
的
な
資
金
の
募
集
活
動
」
を
禁
止
す
る
こ
と
に
な
る
、
第

三
に
、
公
務
員
の
寄
附
行
為
を
「
事
実
上
全
く
禁
止
す
る
こ
と
」
を
挙
（
25
）

げ
た
。
実
際
の
法
文
で
は
、
公
務
員
の
寄
附
が
全
く
禁
止

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
選
挙
と
関
係
な
く
個
人
に
寄
附
す
る
こ
と
も
（
ほ
か
の
一
般
人
と
同
様
に
）
で
き
る
よ
う
に
読

め
る
。
し
か
し
、
平
常
時
に
お
け
る
団
体
へ
の
寄
附
は
、
ほ
か
の
一
般
人
と
同
様
と
は
い
え
、
五
〇
〇
円
以
上
で
氏
名
・
住
所
・

金
額
の
報
告
・
公
表
の
対
象
と
な
り
、
報
告
対
象
で
な
く
と
も
寄
附
先
の
団
体
の
帳
簿
に
は
二
年
間
残
り
、（
明
示
的
に
は
禁
止
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さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
）
匿
名
の
余
地
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
し
、
選
挙
に
関
す
る
も
の
は
、
公
務
員
に
だ
け
厳
し
く
、
団
体
宛

で
も
候
補
者
宛
で
も
匿
名
は
明
示
的
に
禁
止
で
氏
名
・
住
所
・
金
額
の
報
告
・
公
表
基
準
の
下
限
規
定
も
な
い
の
で
、
萎
縮
効
果

は
あ
る
。
杣
は
、「
政
治
資
金
の
提
供
が
公
表
さ
れ
て
も
臆
す
る
こ
と
の
な
い
生
産
者
に
は
甘
く
、
社
会
的
諸
関
係
を
気
に
す
る

一
般
大
衆
の
資
金
面
の
政
治
と
選
挙
へ
の
参
加
に
は
抑
制
的
に
働
く
」
と
総
括
し
て
（
26
）

い
る
。

四

参
議
院
審
議
に
お
け
る
争
点

本
章
で
は
、
参
議
院
に
お
い
て
い
か
な
る
修
正
が
な
さ
れ
た
の
か
を
、
否
決
さ
れ
た
修
正
案
の
内
容
と
合
わ
せ
て
紹
介
・
検
証

す
る
。
参
議
院
に
お
け
る
議
論
は
、
多
数
を
占
め
る
緑
風
会
の
保
守
系
無
所
属
議
員
の
路
線
で
進
み
、
修
正
案
を
得
て
い
く
が
、

そ
こ
で
は
衆
議
院
と
は
異
な
り
、
共
産
党
の
見
解
へ
の
一
定
の
理
解
と
、
特
定
分
野
の
規
制
強
化
を
図
る
保
守
的
な
言
説
が
融
合

し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
規
制
の
対
象
が
明
確
で
な
い
な
ど
と
の
問
題
提
起
か
ら
出
発
し
な
が
ら
、
公
開
範
囲
の
拡
大
と
い
う
形

で
の
規
制
の
強
化
へ
と
動
い
て
い
っ
た
。

（
1
）
公
開
性
の
強
調
と
政
治
的
団
体
へ
の
規
制
強
化

1

法
案
名

ま
ず
、
法
案
名
に
つ
い
て
は
、「
政
治
資
金
規
制
公
開
法
」
へ
と
変
更
さ
れ
た
。
法
案
名
の
変
更
に
つ
い
て
の
審
議
に
お
い
て

は
、
民
主
党
の
門
屋
盛
一
は
、
政
治
資
金
規
正
法
の
ま
ま
で
も
構
わ
な
い
と
の
立
場
を
と
り
、
政
治
資
金
を
規
正
す
る
こ
と
が
主

眼
で
そ
の
た
め
に
法
案
の
中
に
公
開
が
盛
ら
れ
て
い
る
と
解
釈
す
べ
き
と
述
べ
て
い
た
。
し
か
し
、
緑
風
会
の
竹
下
豊
次
は
、
政
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治
資
金
の
規
正
と
公
開
に
関
す
る
問
題
と
「
二
色
」
が
あ
る
と
の
評
価
に
立
っ
た
上
で
、
規
正
と
い
う
言
葉
の
中
に
は
公
開
と
い

う
こ
と
は
包
含
さ
れ
て
い
な
い
と
思
う
な
ど
と
述
べ
て
、
修
正
を
主
張
（
27
）

し
た
。
さ
ら
に
、
自
由
党
の
黒
川
武
雄
は
、「
規
正
」
の

語
を
削
除
し
て
政
治
資
金
公
開
法
だ
け
で
は
ど
う
か
と
率
直
に
語
っ
て
（
28
）

い
る
。
藤
井
新
一
委
員
長
に
よ
れ
ば
、
彼
の
属
す
る
日
本

社
会
党
も
「
公
開
法
」
と
の
文
言
を
入
れ
た
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
の
が
大
多
数
の
意
向
で
あ
っ
た
と
（
29
）

い
う
。

こ
う
し
た
議
論
を
経
て
、
政
治
資
金
規
制
公
開
法
と
名
称
変
更
す
る
こ
と
に
落
ち
着
い
た
。
第
一
章
で
触
れ
た
よ
う
に
、
六
月

一
一
日
の
小
委
員
会
に
お
い
て
、
緑
風
会
・
竹
下
の
修
正
案
と
し
て
発
表
さ
れ
た
。
の
ち
に
参
議
院
本
会
議
に
お
い
て
も
委
員
会

審
査
結
果
の
説
明
に
立
っ
た
藤
井
委
員
長
に
よ
れ
ば
、「
幾
分
の
圧
迫
感
」
を
伴
う
規
正
法
案
と
い
う
名
称
か
ら
「
さ
ら
に
一
歩

を
進
め
て
」
規
正
公
開
法
案
と
い
う
名
に
改
め
た
と
（
30
）

い
う
。

2

政
党
と
そ
れ
以
外
の
政
治
的
団
体
の
区
別
に
つ
い
て

衆
議
院
案
（
の
ち
の
成
立
案
）
で
は
、
政
党
で
あ
れ
ば
、
寄
附
以
外
に
そ
の
他
の
収
入
も
含
め
て
報
告
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
の
に
対
し
、
政
党
以
外
の
政
治
的
団
体
で
あ
れ
ば
寄
附
の
み
の
報
告
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
緑
風
会
の
竹
下
は
、
政
党
以
外

の
政
治
的
団
体
に
つ
い
て
も
、
そ
の
他
の
収
入
を
申
告
さ
せ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
政
党
と
そ
れ
以

外
の
団
体
で
報
告
内
容
に
差
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
質
し
て
（
31
）

い
る
。

そ
の
後
の
委
員
会
審
議
に
お
い
て
も
竹
下
は
、
政
党
以
外
の
政
治
結
社
に
つ
い
て
は
政
党
と
同
じ
よ
う
な
取
り
扱
い
を
す
る
ほ

う
が
望
ま
し
い
と
の
問
題
意
識
を
（
32
）

示
す
。
こ
の
五
月
一
七
日
の
質
疑
に
お
い
て
は
結
局
、
政
治
活
動
を
本
来
の
目
的
と
し
て
さ
え

い
れ
ば
、
選
挙
へ
の
候
補
擁
立
の
有
無
等
に
か
か
わ
ら
ず
政
党
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
や
、
従
来
「
政
治
結
社
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
も
の
は
政
党
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
こ
と
が
明
確
と
な
っ
た
。
そ
し
て
竹
下
は
、
政
党
と
政
党
以
外
の
政
治
結
社
は
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一
緒
に
し
て
取
り
扱
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
と
明
言
す
る
に
（
33
）

至
る
。
説
明
に
立
っ
た
三
浦
・
衆
院
法
制
部
長
も
、
政
党
と
い
う

言
葉
は
「
本
来
の
政
治
団
体
」
を
指
す
と
明
ら
か
に
し
て
（
34
）

い
る
。
三
浦
は
、
政
党
と
扱
わ
れ
る
と
寄
附
お
よ
び
そ
の
他
の
収
入
を

会
計
帳
簿
に
記
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
対
し
、
そ
れ
以
外
の
団
体
で
あ
れ
ば
寄
附
分
だ
け
そ
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
と
の
情
報
を
示
す
が
、
竹
下
は
特
に
反
応
を
示
し
て
お
ら
ず
、
政
治
結
社
は
政
党
と
同
じ
扱
い
に
な
る
こ
と
を
容

認
し
て
い
る
様
子
が
窺
（
35
）

え
る
。

こ
の
際
、
社
会
党
出
身
の
藤
井
委
員
長
は
、
政
治
上
の
主
義
も
し
く
は
政
策
を
主
張
し
、
か
つ
そ
の
行
為
を
す
る
も
の
が
政
党

で
あ
る
と
す
べ
き
だ
と
口
を
挟
ん
だ
が
、
三
浦
は
、
衆
議
院
で
も
色
々
意
見
が
あ
っ
た
と
触
れ
つ
つ
、
政
党
は
「
政
策
の
綱
領
」

を
中
心
と
し
て
い
る
、
公
職
の
候
補
者
推
薦
は
手
段
的
問
題
で
あ
る
と
い
っ
た
見
解
を
示
し
、
藤
井
の
見
解
に
同
意
し
な

か
（
36
）

っ
た
。

実
際
に
参
議
院
で
可
決
さ
れ
て
い
く
の
は
、
緑
風
会
の
竹
下
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
修
正
案
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
元
の
法
案

中
の
「
政
党
」
の
文
言
を
「
政
治
団
体
」
に
改
め
る
も
の
で
あ
る
。
政
党
で
あ
ろ
う
が
そ
の
他
の
名
称
の
団
体
で
あ
ろ
う
が
、
政

治
的
主
張
の
追
求
や
選
挙
の
候
補
者
支
援
を
「
本
来
の
目
的
」
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
全
て
同
様
に
扱
い
、
収
入
全
て
を
含
む

収
支
の
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
明
確
と
な
（
37
）

っ
た
。
現
在
の
規
定
（
一
九
七
五
年
改
正
以
降
の
規
定
）
と
同
じ
発
想
が
こ
こ
で
示
さ

れ
た
の
で
あ
っ
た
。（

2
）
無
産
政
党
支
持
団
体
の
活
動
制
約

1

経
済
団
体
の
行
為
に
焦
点
を
当
て
た
規
制
へ

参
議
院
で
も
、
衆
議
院
と
同
様
に
、
経
済
・
労
働
団
体
の
政
治
活
動
に
対
す
る
制
約
に
つ
い
て
再
び
問
題
と
な
っ
た
。
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労
働
組
合
が
特
定
の
政
治
目
標
に
向
け
て
運
動
を
し
よ
う
と
す
る
よ
う
な
場
合
に
も
、
政
治
資
金
規
制
法
上
の
団
体
と
し
て
活

動
す
る
旨
の
届
出
や
定
期
収
支
報
告
が
必
要
と
な
る
こ
と
に
な
り
、
労
働
運
動
や
そ
れ
を
舞
台
と
す
る
政
党
内
に
懸
念
が
生
じ
て

い
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
緑
風
会
の
竹
下
も
、「
届
出
を
そ
の
都
度
す
る
と
い
う
こ
と
そ
れ
自
体
に
非
常
に
問
題
が
あ
る
。
事

実
は
や
は
り
活
動
を
拘
束
さ
れ
る
と
い
う
結
果
を
生
ず
る
と
い
う
風
に
見
な
け
れ
ば
な
ら
ん
と
私
は
思
う
」
と
述
べ
、
理
解
を
示

す
よ
う
な
発
言
を
し
て
い
る
。
竹
下
の
見
解
は
、
こ
の
よ
う
な
経
済
団
体
な
ど
が
選
挙
運
動
や
寄
附
な
ど
の
政
治
的
活
動
を
実
際

に
し
た
場
合
に
の
み
取
り
締
ま
り
の
対
象
に
す
べ
き
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
他
は
あ
ま
り
取
り
締
ま
ら
な
い
ほ
う
が
よ
い
と

も
述
べ
て
（
38
）

い
る
。

た
だ
し
竹
下
は
、
労
働
団
体
の
活
動
が
で
き
る
限
り
自
由
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
支
持
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
寄

附
や
選
挙
運
動
を
実
際
に
行
っ
た
場
合
に
限
定
し
な
が
ら
も
、
そ
の
場
合
に
は
必
ず
規
制
の
網
が
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
望
ん
で
い
る
。
そ
れ
が
表
れ
て
い
る
の
は
、
対
象
明
確
化
の
効
用
と
し
て
、「
曖
昧
に
し
て
、
運
営
で
緩
め
て
し
ま
う
と
い
う

問
題
」
は
起
こ
ら
な
い
と
強
調
し
て
い
る
発
言
で
あ
る
。「
近
頃
の
立
法
者
」
に
は
そ
う
し
た
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
と
も
示
唆

し
て
（
39
）

い
る
。
そ
の
次
の
回
の
委
員
会
審
議
で
も
竹
下
は
、
労
働
・
経
済
団
体
が
た
ま
た
ま
選
挙
や
政
治
運
動
に
関
係
す
る
よ
う
な

場
合
に
も
本
法
案
の
規
制
対
象
に
含
ま
れ
る
旨
の
確
認
を
求
め
る
よ
う
な
質
問
も
行
い
、
そ
れ
に
つ
い
て
よ
り
国
民
に
分
か
り
や

す
い
表
現
で
記
す
べ
き
な
の
で
は
な
い
か
と
問
題
提
起
し
て
も
（
40
）

い
る
。

さ
ら
に
後
日
の
審
議
に
お
い
て
は
、
無
所
属
懇
談
会
所
属
で
あ
っ
た
も
の
の
共
産
党
に
近
い
岩
間
正
男
が
、
第
三
条
の
二
項
に

あ
っ
た
政
党
以
外
の
団
体
の
う
ち
本
法
律
の
対
象
と
な
る
も
の
の
定
義
に
つ
い
て
、「
政
治
上
の
主
義
若
し
く
は
施
策
を
支
持
し
、

若
し
く
は
こ
れ
に
反
対
し
」
と
い
う
文
言
を
削
除
す
る
よ
う
な
修
正
案
に
言
及
し
た
。「
公
職
の
候
補
者
を
推
薦
し
、
支
持
し
、

又
は
こ
れ
に
反
対
す
る
目
的
を
有
す
る
も
の
」
と
の
文
言
だ
け
が
残
る
こ
と
と
な
る
。
政
治
的
目
的
を
持
つ
だ
け
で
は
規
制
対
象
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と
な
ら
ず
、
選
挙
運
動
に
主
眼
が
置
か
れ
る
旨
を
明
確
化
す
る
も
の
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
は
緑
風
会
の
竹
下
も
、
資
金
提

供
や
選
挙
に
関
連
す
る
場
合
に
限
定
し
て
本
法
律
を
適
用
す
る
こ
と
に
賛
成
し
「
岩
間
君
の
言
わ
れ
る
よ
う
な
ふ
う
の
立
法
の
形

式
を
採
っ
た
方
が
適
当
で
あ
る
」
と
ま
で
述
べ
て
い
（
41
）

る
が
、
可
決
さ
れ
て
い
く
竹
下
修
正
案
に
お
い
て
は
結
局
「
主
義
若
し
く
は

施
策
」
に
つ
い
て
の
記
述
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。

2

労
働
団
体
等
へ
の
適
用
継
続

前
記
岩
間
は
、
衆
議
院
の
共
産
党
議
員
と
は
異
な
り
、
労
働
・
経
済
団
体
を
本
法
律
の
規
制
対
象
か
ら
除
く
こ
と
を
要
求
し
て

は
い
な
か
っ
た
が
、
続
く
五
月
二
四
日
の
議
院
運
営
委
員
会
で
は
、
証
言
を
行
っ
た
江
口
泰
助
（
日
本
教
員
組
合
法
制
部
長
）
と

重
盛
壽
治
（
日
本
労
働
組
合
総
同
盟
副
会
長
）
が
こ
の
点
を
明
確
に
求
め
た
。
江
口
は
、「
今
の
労
働
運
動
」
は
「
殆
ど
と
い
っ

て
い
い
程
、
政
治
的
な
性
格
を
持
た
な
い
も
の
は
な
い
」
し
、「
我
々
官
業
労
働
者
の
労
働
組
合
」
は
「
全
部
と
い
っ
て
い
い
程
」

に
「
政
治
目
標
」
や
「
政
治
的
性
格
」
を
持
っ
て
い
る
と
述
べ
る
一
方
、
そ
れ
を
規
正
法
上
の
「
政
治
目
標
」
と
捉
え
る
べ
き
で

な
い
と
主
張
し
た
。
重
盛
も
同
様
に
、
労
働
者
の
生
活
向
上
の
た
め
に
は
国
家
産
業
の
再
建
も
運
動
の
目
的
に
含
む
の
で
「
す
べ

て
そ
の
政
治
的
関
連
性
な
く
し
て
は
行
わ
れ
な
い
」
と
述
べ
つ
つ
も
、
こ
れ
を
規
正
法
上
の
「
政
治
活
動
と
い
う
見
方
」
を
す
べ

き
で
な
い
と
主
張
（
42
）

し
た
。

労
働
・
経
済
団
体
を
本
法
律
の
規
制
対
象
か
ら
外
す
よ
う
な
修
正
案
は
、
そ
の
後
、
社
会
党
系
の
議
員
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
て

い
く
。
六
月
一
一
日
の
最
後
の
小
委
員
会
に
お
い
て
、
無
所
属
懇
談
会
所
属
で
あ
っ
た
も
の
の
社
会
党
右
派
に
近
い
佐
々
木
良
作

に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
、
緑
風
会
・
竹
下
案
と
並
び
立
っ
た
も
の
で
あ
る
。
佐
々
木
に
よ
る
修
正
は
、
後
述
の
も
の
と
合
わ
せ
て
二

点
あ
る
。
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一
つ
目
の
修
正
点
は
、
政
党
以
外
の
政
治
的
団
体
に
つ
い
て
、「
公
職
の
候
補
者
を
推
薦
し
、
支
持
し
、
又
は
こ
れ
に
反
対
す

る
も
の
」
に
限
っ
て
政
党
と
同
じ
扱
い
に
す
る
と
い
う
規
定
の
み
を
置
く
も
の
で
あ
る
。
選
挙
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
団
体

は
、
政
治
的
活
動
を
本
来
の
目
的
と
し
て
い
な
く
て
も
政
党
と
同
じ
扱
い
に
な
り
、
寄
附
以
外
の
収
入
の
報
告
ま
で
要
求
さ
れ
る

の
で
、
寄
附
の
報
告
に
と
ど
ま
る
後
述
の
緑
風
会
・
竹
下
案
と
比
べ
て
厳
し
い
規
制
が
か
か
る
こ
と
に
な
る
が
、
選
挙
に
関
わ
ら

ず
に
政
策
に
つ
い
て
の
賛
否
表
明
や
要
求
を
す
る
団
体
に
つ
い
て
は
本
法
律
の
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
が
明
確
と
な
る
構
成
で

（
43
）

あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
佐
々
木
案
は
小
委
員
会
で
否
決
さ
れ
た
。
佐
々
木
は
、
議
院
運
営
委
員
会
の
場
で
も
再
び
同
じ
修
正
案
を
提
出

し
た
が
、
再
度
否
決
さ
れ
た
。
こ
の
際
佐
々
木
は
、「
協
会
・
そ
の
他
の
団
体
」
の
取
り
締
ま
り
の
範
囲
は
選
挙
に
関
す
る
行
為

に
限
定
す
べ
き
で
あ
る
と
明
言
し
て
い
る
。
選
挙
に
つ
い
て
は
「
最
も
適
切
に
選
挙
に
関
す
る
も
の
を
、
最
も
厳
格
に
取
締
る
」

べ
き
で
あ
る
と
も
述
べ
て
（
44
）

い
る
。

他
方
で
、
参
議
院
で
可
決
さ
れ
て
い
く
前
述
の
緑
風
会
・
竹
下
修
正
案
は
、
政
治
団
体
以
外
の
団
体
に
つ
い
て
も
、
選
挙
以
外

の
活
動
を
行
う
場
合
を
含
め
て
規
制
を
か
け
得
る
内
容
で
あ
っ
た
。
同
案
に
お
い
て
は
、
政
治
的
主
張
や
選
挙
活
動
を
「
本
来
の

目
的
」
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
先
述
の
通
り
「
政
治
団
体
」
と
し
て
収
入
全
て
を
含
む
収
支
報
告
を
求
め
る
一
方
で
、
収
入
報
告

が
寄
附
分
だ
け
と
な
る
、
政
治
団
体
以
外
の
政
治
的
団
体
（「
協
会
そ
の
他
の
団
体
」）
に
つ
い
て
は
、「
政
治
上
の
主
義
、
若
し

く
は
施
策
を
支
持
し
、
若
し
く
は
こ
れ
に
反
対
し
、
又
は
公
職
の
候
補
者
を
推
薦
し
、
支
持
し
、
若
し
く
は
こ
れ
に
反
対
す
る
も

の
」
を
対
象
と
す
る
と
（
45
）

し
た
。
衆
議
院
案
に
は
こ
れ
に
続
い
て
「
目
的
と
す
る
」
と
い
う
文
言
が
あ
っ
た
も
の
を
削
除
し
た
も
の

で
あ
る
。

選
挙
活
動
以
外
を
行
う
団
体
に
も
規
制
が
及
ぶ
こ
と
は
、
共
産
党
議
員
に
対
す
る
先
の
竹
下
の
発
言
と
比
し
て
後
退
し
て
い
る
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が
、「
目
的
」
を
外
し
て
実
際
の
行
為
の
み
に
焦
点
を
絞
っ
た
点
は
共
産
党
か
ら
も
評
価
を
受
け
る
。
竹
下
案
は
小
委
員
会
さ
ら

に
は
議
院
運
営
委
員
会
を
通
過
し
た
が
、
こ
の
際
、
本
法
案
自
体
に
反
対
す
る
日
本
共
産
党
の
中
西
功
（
病
欠
し
た
同
党
の
議
運

委
員
・
板
野
勝
次
に
代
っ
て
委
員
外
議
員
と
し
て
発
言
）
は
、「
こ
の
三
条
の
修
正
に
つ
い
て
は
我
々
の
意
見
に
か
な
り
接
近
し

て
い
る
点
が
あ
り
ま
す
」
と
一
定
の
評
価
を
し
て
い
る
。
目
的
の
名
の
も
と
に
、
行
為
を
伴
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
規
制

の
対
象
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
の
警
戒
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
共
産
党
が
受
け
て
き
た
摘
発
の
歴
史
に
鑑
み
れ
ば
想
像
に
難
く
な

い
。
そ
う
し
た
文
言
の
削
除
が
率
直
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。
続
け
て
中
西
は
、「
主
と
し
て
経
済
的
・
文
化
的
な
諸
活
動
を
主
と

し
て
お
る
団
体
に
対
し
て
は
適
用
し
な
い
と
い
う
よ
う
な
明
文
を
つ
け
加
え
て
も
ら
い
た
い
」「
そ
れ
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
は
非
常
に
遺
憾
で
あ
る
」
と
し
つ
つ
も
、「
こ
の
三
条
の
修
正
は
そ
の
方
向
へ
の
修
正
と
し
て
感
じ
ま
す
の
で
非
常
に
良
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
」
と
ま
で
述
べ
て
（
46
）

い
る
。

し
か
し
、
修
正
後
の
法
文
で
も
、
労
働
・
経
済
団
体
が
政
治
的
な
主
張
を
な
す
、
あ
る
い
は
選
挙
に
関
与
す
る
と
見
な
さ
れ
れ

ば
幅
広
く
規
制
の
網
が
か
か
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
目
的
を
理
由
に
し
た
規
制
の
可
能
性
は
な
く
な
る
が
、
行
為
を
理
由
に

し
た
規
制
の
幅
広
さ
は
温
存
さ
れ
て
い
る
。
先
述
の
修
正
案
を
提
出
し
た
佐
々
木
良
作
は
こ
の
点
を
つ
い
て
批
判
し
て
い
る
。
曰

く
、
目
的
を
有
す
る
と
い
う
の
を
削
ろ
う
が
く
っ
つ
い
て
い
よ
う
が
読
み
方
に
よ
っ
て
は
決
し
て
そ
れ
で
す
っ
き
り
し
た
も
の
で

は
な
い
、
中
西
の
評
価
に
つ
い
て
も
自
分
は
決
し
て
そ
の
よ
う
に
は
考
え
ら
れ
な
い
、
法
律
技
術
上
か
ら
見
た
場
合
に
は
目
的
を

有
す
る
と
い
う
文
言
が
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
実
質
上
に
お
い
て
は
同
じ
こ
と
に
な
る
、
な
ど
の
旨
を
述
べ
て
（
47
）

い
る
。

こ
う
し
て
結
局
、
政
治
的
主
張
あ
る
い
は
選
挙
へ
の
関
与
を
本
来
の
目
的
と
し
て
い
る
と
見
な
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
政
治

団
体
と
し
て
寄
附
以
外
も
含
め
て
の
収
支
報
告
が
義
務
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
他
団
体
に
つ
い
て
は
政
治
的
主
張
あ
る

い
は
選
挙
へ
の
関
与
を
き
っ
か
け
に
幅
広
く
規
制
が
か
か
る
よ
う
な
修
正
と
な
っ
た
。
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3

少
額
・
匿
名
寄
附
の
是
非

無
産
団
体
へ
の
規
制
を
緩
和
す
る
よ
う
な
形
で
の
修
正
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
否
定
さ
れ
た
。
佐
々
木
が
提
案
し
た
修
正
案
の
二

つ
目
の
柱
で
あ
っ
た
、
少
額
の
寄
附
者
や
少
額
の
支
出
先
の
氏
名
・
住
所
・
職
業
・
寄
附
金
額
に
つ
い
て
の
帳
簿
記
載
義
務
の
除

外
で
あ
る
。
衆
議
院
通
過
案
で
は
、
先
述
の
通
り
、
収
支
報
告
書
に
は
、
政
党
や
政
治
的
団
体
か
ら
の
寄
附
や
、
政
党
あ
る
い
は

政
治
的
団
体
で
あ
る
と
こ
ろ
の
自
ら
の
支
出
や
、
そ
う
し
た
団
体
に
よ
る
第
三
者
支
出
に
つ
い
て
は
一
件
一
〇
〇
〇
円
以
上
、
そ

れ
以
外
の
経
済
団
体
等
や
個
人
か
ら
の
寄
附
や
、
そ
う
し
た
団
体
・
個
人
に
よ
る
第
三
者
支
出
や
、
一
般
構
成
員
に
よ
る
支
出
に

つ
い
て
は
、
一
件
五
〇
〇
円
以
上
の
も
の
に
限
っ
て
住
所
・
氏
名
・
職
業
・
年
月
日
（
支
出
に
つ
い
て
は
支
出
目
的
も
）
を
記
入

す
れ
ば
よ
い
も
の
の
、
手
元
に
作
成
す
る
帳
簿
に
は
全
て
の
寄
附
と
支
出
に
つ
い
て
上
記
を
記
録
し
て
お
く
べ
き
も
の
と
さ
れ
て

い
た
。

佐
々
木
は
こ
れ
が
煩
雑
で
あ
る
と
し
て
、
手
元
の
帳
簿
に
お
い
て
は
一
〇
〇
円
以
上
の
寄
附
と
支
出
に
つ
い
て
の
み
上
記
を
記

録
し
て
お
け
ば
よ
い
と
主
張
し
た
。
佐
々
木
曰
く
、「
実
際
の
運
用
上
か
ら
見
ま
し
て
も
、
金
額
に
限
定
な
く
、
全
部
に
記
載
義

務
を
持
た
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
は
殆
ど
調
べ
る
上
に
も
不
可
能
に
近
い
」
と
（
48
）

い
う
。
少
額
寄
附
を
多
く
抱
え
て
い
る
懐
事

情
が
窺
え
る
。

さ
ら
に
は
、
報
告
書
に
よ
る
届
出
義
務
と
手
元
帳
簿
に
お
け
る
記
載
義
務
と
の
間
に
相
当
の
開
き
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
恐
ら

く
、
届
け
出
る
必
要
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
適
当
に
帳
簿
は
ど
の
よ
う
に
で
も
書
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
じ
ゃ
な
い
か
」

「
初
め
か
ら
何
か
脱
法
で
き
る
よ
う
な
こ
と
が
出
て
来
て
お
る
」
と
も
述
べ
て
（
49
）

い
る
。
と
は
い
え
、
一
〇
〇
円
以
上
の
寄
附
・
支

出
に
つ
い
て
は
記
入
を
さ
せ
る
方
向
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
規
模
の
資
金
移
動
に
つ
い
て
は
煩
雑
さ
を
取
り
除
く
意
図
が
な
い

も
の
と
思
わ
れ
る
。
果
た
し
て
、
佐
々
木
の
実
質
的
な
主
眼
は
、
労
働
組
合
の
賃
金
闘
争
な
ど
に
お
い
て
行
わ
れ
る
街
頭
募
金
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や
、
大
会
そ
の
他
の
席
上
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
資
金
カ
ン
パ
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
一
人
一
人
に
つ
き
住
所
、
氏
名
、

職
業
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
と
「
実
際
上
そ
の
よ
う
な
募
金
、
街
頭
募
金
、
大
会
そ
の
他
に
お
け
る
資
金
募

集
に
非
常
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
、
実
質
的
に
は
殆
ど
こ
れ
を
不
可
能
な
ら
し
め
る
と
い
う
よ
う
な
状
態
に
な
る
」
と
吐
露

し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
こ
の
よ
う
な
一
つ
非
常
に
簡
単
な
手
続
き
に
よ
っ
て
、
実
質
上
の
そ
の
よ
う
な
行
動
が
阻
害
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
は
、
非
常
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
」「
そ
の
よ
う
な
厳
格
な
取
り
締
ま
り
を
や
っ
て
、
労
働
組
合
そ
の
他
団
体
の
今
の

よ
う
な
行
動
を
実
質
的
に
阻
害
さ
せ
る
必
要
は
な
い
、
阻
害
さ
せ
る
こ
と
は
よ
ろ
し
く
な
い
」
な
ど
と
、
率
直
に
無
産
運
動
に
お

け
る
少
額
資
金
移
動
を
擁
護
し
て
（
50
）

い
る
。

他
方
、
議
院
運
営
委
員
会
に
お
け
る
採
決
に
先
立
ち
自
由
党
の
黒
川
武
雄
は
、
佐
々
木
案
に
反
対
・
竹
下
由
来
の
小
委
員
会
提

案
（
可
決
案
）
に
賛
成
す
る
と
の
意
見
表
明
を
行
う
中
で
、
政
治
団
体
の
動
き
が
明
瞭
化
す
る
こ
と
を
喜
ば
し
い
と
述
べ
、
佐
々

木
と
反
対
の
評
価
を
示
し
て
（
51
）

い
る
。

な
お
、
こ
れ
以
外
に
も
、
竹
下
案
で
は
無
産
政
党
の
活
動
を
萎
縮
さ
せ
得
る
規
定
が
追
加
さ
れ
た
。「
政
治
団
体
」
の
現
在
有

す
る
財
産
を
報
告
さ
せ
る
と
す
る
文
言
を
加
え
る
案
で
あ
る
（
一
二
条
に
追
加
）。
解
散
時
に
も
財
産
の
現
況
報
告
が
求
め
ら
れ

る
（
一
七
条
に
追
加
）。

こ
う
し
て
参
議
院
で
は
、
明
確
化
を
謳
い
な
が
ら
、
新
興
無
産
政
党
に
と
っ
て
は
よ
り
厳
し
い
規
制
と
な
り
得
る
よ
う
な
修
正

が
な
さ
れ
た
と
い
え
る
。
共
産
党
も
こ
れ
に
賛
成
す
る
一
方
、
衆
議
院
段
階
の
共
産
党
の
よ
う
な
主
張
を
最
後
ま
で
貫
く
役
回
り

を
担
っ
た
の
は
右
派
の
社
会
主
義
者
で
あ
っ
た
。
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（
3
）
保
守
政
党
の
政
治
活
動
の
自
由

他
方
で
、
法
案
の
修
正
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
保
守
系
議
員
か
ら
は
、
厳
格
に
適
用
す
る
必
要
の
な
い
条
文
に
つ
い
て

の
指
摘
や
、
既
成
の
保
守
政
党
の
政
治
活
動
の
障
壁
が
高
ま
る
こ
と
へ
の
懸
念
も
表
明
さ
れ
た
。

1

設
立
・
変
更
届
に
つ
い
て

設
立
届
出
事
項
（
代
表
者
、
会
計
責
任
者
、
そ
の
代
理
）
に
つ
い
て
の
異
動
届
を
課
し
た
七
条
に
つ
い
て
は
、
緑
風
会
の
竹
下

が
、
上
記
の
う
ち
一
人
が
欠
け
て
も
七
日
以
内
に
届
け
出
れ
ば
い
い
と
い
う
猶
予
が
あ
る
こ
と
を
引
き
合
い
に
出
し
、「
た
ま
た

ま
一
人
二
人
欠
け
た
か
ら
と
い
っ
て
、
寄
附
の
受
付
が
で
き
な
い
と
い
う
ふ
う
に
は
ち
ょ
っ
と
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
ん
な
窮
屈
に

し
な
く
て
も
い
い
の
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
述
べ
た
場
面
が
（
52
）

あ
る
。
七
日
以
上
経
過
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
つ
い
て
も
許
容
す

る
よ
う
な
話
し
ぶ
り
で
あ
る
。

2

産
業
団
体
へ
の
適
用
に
つ
い
て

産
業
団
体
か
ら
は
不
適
用
を
求
め
る
見
解
も
あ
り
、
一
部
議
員
が
同
調
し
た
場
面
も
あ
っ
た
。
五
月
二
四
日
の
議
院
運
営
委
員

会
で
証
言
を
行
っ
た
浅
尾
新
甫
（
日
本
郵
船
株
式
会
社
社
長
）
は
、
設
立
の
際
に
一
部
で
も
政
治
的
目
的
を
持
っ
て
い
た
団
体
で

あ
れ
ば
適
用
対
象
と
な
っ
て
も
よ
い
が
、
そ
う
で
は
な
い
団
体
が
特
定
の
時
期
と
場
合
に
政
策
表
明
等
の
行
為
を
な
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
「
目
的
が
生
ま
れ
た
」
と
見
な
さ
れ
規
制
対
象
に
な
る
こ
と
は
「
困
る
」
と
述
（
53
）

べ
た
。
労
働
団
体
と
同
様
の
論
理
で
産
業

団
体
へ
の
適
用
を
懸
念
し
た
も
の
と
い
え
る
。
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さ
ら
に
近
藤
銕
次
（
東
京
商
工
会
議
所
副
会
頭
）
は
、
政
治
不
干
渉
を
謳
う
商
工
会
議
所
の
例
を
挙
げ
、
経
済
団
体
に
よ
る

「
意
見
」
の
表
明
は
「
政
治
運
動
」
で
は
な
い
の
で
規
正
法
の
対
象
と
な
る
べ
き
で
な
い
と
の
見
解
を
示
し
た
。「
念
願
な
り
希

望
」
の
「
上
申
」
の
よ
う
な
こ
と
は
「
行
政
問
題
」
で
あ
っ
て
、
政
治
へ
の
「
直
接
関
与
」
で
は
な
い
の
で
、「
そ
う
い
う
こ
と

が
政
治
運
動
だ
と
解
釈
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
に
な
り
ま
す
と
非
常
に
迷
惑
」「
産
業
の
発
達
か
ら
行
き
ま
し
て
も
非
常
に
困
る
」

と
吐
露
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
に
対
し
民
主
党
の
門
屋
盛
一
は
、
適
用
範
囲
を
楽
観
的
に
考
え
な
い
ほ
う
が
よ
い
、
商
工
会
議

所
に
は
不
適
用
か
も
し
れ
な
い
が
石
炭
鉱
業
会
な
ど
業
界
団
体
の
運
動
に
は
「
直
ち
に
適
用
」
さ
れ
る
な
ど
と
指
摘
し
、
産
業
側

も
警
戒
感
を
持
ち
つ
つ
適
用
す
べ
き
範
囲
を
よ
く
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
示
唆
し
て
（
54
）

い
る
。
な
お
、
こ
の
際
緑
風
会
の
竹
下
は
産

業
団
体
へ
の
適
用
を
除
外
し
て
し
ま
う
と
「
法
の
目
的
を
達
成
す
る
の
に
非
常
に
弱
い
」
の
で
「
折
衷
的
」
に
適
用
賛
成
の
立
場

を
示
し
、
無
所
属
懇
談
会
の
佐
々
木
も
「
同
じ
で
す
」
と
述
べ
て
同
意
し
て
い
る
。
成
案
は
こ
う
し
た
線
に
沿
っ
た
内
容
で
あ
り

続
け
て
い
る
。

3

収
入
の
定
義
と
商
慣
習

ま
た
、
収
入
と
見
な
さ
れ
る
も
の
の
性
質
が
市
場
に
お
け
る
経
済
観
念
と
乖
離
し
て
い
る
旨
を
指
摘
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。
民

主
党
出
身
の
木
内
四
郎
（
議
運
委
員
長
）
は
、
小
委
員
会
の
場
で
意
見
を
述
べ
た
際
に
、
反
対
給
付
が
あ
っ
た
場
合
に
も
利
益
と

し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
疑
問
を
呈
し
た
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
も
の
を
売
っ
て
そ
の
代
金
を
受
け
取
っ
た
と
い
う
も
の
が
「
財
産
上

の
利
益
の
収
受
」
と
い
う
こ
と
に
入
る
と
い
う
こ
と
は
「
経
済
上
の
我
々
の
観
念
」
と
一
致
し
な
い
と
指
摘
し
て
（
55
）

い
る
。

緑
風
会
の
竹
下
も
同
調
し
、
あ
る
品
物
を
売
っ
た
時
に
そ
れ
が
「
丁
度
が
つ
が
つ
の
相
当
の
値
段
」
だ
っ
た
と
い
う
場
合
に
は

利
益
で
も
不
利
益
で
も
な
い
、
少
し
売
値
が
良
か
っ
た
と
い
う
時
に
は
利
益
、
一
万
円
相
当
の
も
の
が
た
っ
た
五
〇
〇
〇
円
で
し
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か
売
れ
な
か
っ
た
と
い
う
時
に
は
五
〇
〇
〇
円
の
不
利
益
と
見
な
す
の
が
普
通
の
考
え
方
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
て
そ
れ

が
売
値
で
収
入
と
見
な
さ
れ
る
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
と
の
旨
を
質
し
た
。

政
府
委
員
と
し
て
答
弁
に
立
っ
た
郡
・
全
国
選
管
事
務
局
長
は
、
儲
け
る
・
儲
か
ら
な
い
と
い
う
意
味
は
入
っ
て
い
な
い
と
答

弁
し
、
入
金
は
全
て
収
入
に
な
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
。

こ
の
際
に
木
内
は
、
借
り
入
れ
が
収
入
と
見
な
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
貸
与
が
寄
附
と
見
な
さ
れ
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
質

し
、
見
な
さ
れ
る
と
い
う
答
弁
を
引
き
出
す
る
結
果
と
な
っ
て
（
56
）

い
る
。

4

候
補
者
の
活
動
制
約
へ
の
懸
念

こ
の
ほ
か
、
既
成
の
保
守
政
党
の
政
治
活
動
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
資
金
公
開
が
候
補
者
へ
の
不
利
益

と
な
る
可
能
性
に
つ
い
て
も
懸
念
が
示
さ
れ
た
。
公
職
の
候
補
者
に
は
過
去
一
年
間
の
寄
附
内
容
の
報
告
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

た
が
（
三
五
条
）、
こ
れ
に
つ
い
て
民
主
党
の
門
屋
盛
一
は
、
候
補
者
の
資
格
審
査
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
の
か
否
か
確
認
を

求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
、
政
府
委
員
と
し
て
答
弁
に
立
っ
た
郡
・
全
国
選
管
事
務
局
長
は
、
あ
く
ま
で
公
開
に
よ
っ
て
有
権
者
に

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
通
常
の
冠
婚
葬
祭
へ
の
支
払
い
に
つ
い
て
も
（
現
在
と
異
な
り
可
能
で
あ
る
上
に
）
報

告
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
影
響
は
少
な
い
と
の
考
え
を
表
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
「
あ
の
人
は
こ
う
い
う
部
落
な

ら
部
落
に
多
く
金
を
出
し
て
お
る
か
ら
部
落
の
お
世
話
を
や
っ
て
く
れ
る
人
だ
と
い
う
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
と
か
、
反
対
に
あ

の
人
は
あ
あ
い
う
金
を
出
し
て
お
る
か
ら
落
と
せ
」
な
ど
の
投
票
行
動
に
つ
な
が
る
「
逆
」
効
果
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と

も
「
考
え
て
は
見
ま
し
た
」
と
し
た
も
の
の
、
そ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
「
た
と
え
何
ら
か
の
影
響
が
あ
り
ま
し
て
も
ご
く
軽
微

な
も
の
で
あ
る
」
と
の
認
識
を
示
し
て
（
57
）

お
り
、
選
管
側
の
楽
観
的
な
姿
勢
が
目
を
引
く
。
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こ
れ
ら
の
質
疑
は
修
正
に
は
結
び
つ
か
な
か
っ
た
も
の
の
、
参
議
院
の
保
守
系
議
員
は
、
規
正
法
に
お
け
る
金
銭
移
動
の
評
価

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
政
治
的
慣
習
や
商
慣
行
と
も
比
較
し
な
が
ら
違
和
感
を
表
明
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

一
九
四
八
年
成
立
当
初
の
政
治
資
金
規
正
法
は
、
個
別
に
は
、
現
在
よ
り
も
規
制
対
象
団
体
が
広
い
、
約
束
が
あ
っ
た
だ
け
で

も
収
支
と
見
な
さ
れ
る
な
ど
の
厳
し
い
部
分
や
、
相
手
の
属
性
に
よ
っ
て
は
要
報
告
と
な
る
個
別
収
支
の
下
限
が
高
い
、
政
治
家

個
人
の
資
金
捕
捉
が
限
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
緩
や
か
な
部
分
が
併
存
し
て
い
た
が
、
収
支
報
告
の
方
法
な
ど
骨
格
は
形
成
さ
れ

つ
つ
あ
っ
た
。

衆
議
院
で
は
、
法
案
提
出
直
前
に
至
る
ま
で
微
修
正
が
な
さ
れ
た
の
ち
、
労
働
団
体
の
規
制
除
外
を
求
め
る
共
産
党
の
み
が
反

対
を
続
け
る
中
で
の
可
決
と
な
っ
た
。

参
議
院
で
は
、
対
象
の
明
確
化
を
謳
い
な
が
ら
も
、
結
局
は
無
産
政
党
に
と
っ
て
は
よ
り
厳
し
い
規
制
と
な
り
得
る
よ
う
な
修

正
が
な
さ
れ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
に
反
対
し
た
無
産
議
員
に
よ
る
別
の
修
正
案
も
あ
っ
た
が
日
の
目
を
見
な
か
っ
た
。
ま
た
、
修

正
に
は
結
び
つ
か
な
か
っ
た
も
の
の
、
保
守
系
議
員
が
、
規
正
法
に
お
け
る
金
銭
移
動
の
評
価
の
在
り
方
に
つ
い
て
商
慣
行
と
も

比
較
し
な
が
ら
違
和
感
を
表
明
し
て
い
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

現
在
で
は
、
少
額
寄
附
は
個
別
の
帳
簿
記
入
・
報
告
書
提
出
の
対
象
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
労
働
組
合
系
議
員
が
規
正

法
の
厳
し
さ
に
反
発
す
る
風
景
は
過
去
の
も
の
に
な
っ
た
。
規
正
法
の
強
化
を
歓
迎
す
る
こ
と
が
常
態
化
し
た
現
在
の
野
党
陣
営

に
、
規
正
法
制
定
時
の
警
戒
意
識
は
ど
れ
ほ
ど
継
受
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
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他
方
、
一
九
四
八
年
以
来
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
続
い
て
い
る
収
入
の
定
義
に
対
し
て
、
保
守
系
議
員
が
疑
義
を
呈
す
る
場
面
も
ま
た

見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
場
当
た
り
的
な
危
機
回
避
に
と
ど
ま
ら
ず
、
対
立
陣
営
の
資
金
へ
の
戦
略
的
な
規
制
強
化
や
、
自
陣
営
の

資
金
を
規
範
的
に
擁
護
す
る
言
説
を
生
み
出
す
構
想
力
は
ど
こ
ま
で
維
持
さ
れ
て
い
る
の
か
。

こ
う
し
た
風
化
の
弊
害
を
思
う
時
、
一
九
四
八
年
法
制
定
時
の
議
論
は
、
今
後
も
資
料
と
し
て
再
検
証
さ
れ
続
け
る
豊
饒
さ
を

持
つ
。
占
領
当
局
側
の
文
書
を
含
む
よ
り
幅
広
い
史
料
に
依
拠
し
た
今
後
の
研
究
の
進
展
と
社
会
還
元
も
ま
た
、
自
身
や
学
会
の

今
後
の
課
題
で
あ
る
。

注（
1
）
例
え
ば
、
第
二
一
六
回
国
会
（
二
〇
二
四
年
一
一
―
一
二
月
）
に
お
け
る
こ
う
し
た
論
議
を
整
理
し
た
も
の
と
し
て
、
三
角
政
勝
「
政

治
資
金
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
国
会
論
議
⑴
」『
立
法
と
調
査
』
四
七
六
号
（
二
〇
二
五
年
）
を
参
照
。

（
2
）
杣
正
夫
『
日
本
選
挙
制
度
史
』（
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
八
六
年
）、
二
三
三
―
二
四
〇
頁
。

（
3
）
竹
内
彰
志
『
政
治
資
金
規
正
法
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
二
五
年
）、
四
八
―
五
三
頁
。

（
4
）
以
下
、
前
掲
・
杣
『
日
本
選
挙
制
度
史
』、
前
掲
・
竹
内
『
政
治
資
金
規
正
法
』、
お
よ
び
後
掲
の
衆
参
小
委
員
会
・
委
員
会
・
本
会
議

の
議
事
録
を
主
に
参
照
。

（
5
）
衆
議
院
事
務
局
「
第
二
回
国
会

衆
議
院
会
議
録

第
四
十
四
号
」（
昭
和
二
三
年
四
月
三
〇
日
分
）、
三
九
八
頁
。

（
6
）
前
掲
、
杣
『
日
本
選
挙
制
度
史
』、
二
三
三
―
二
三
八
頁
と
、
全
國
選
挙
管
理
委
員
会
編
『
政
治
資
金
規
正
法
法
令
集
』（
全
國
選
挙
管

理
委
員
会
、
一
九
四
八
年
）
な
ら
び
に
三
浦
義
男
『
政
治
資
金
規
正
法
逐
条
解
説
』（
新
思
潮
社
、
一
九
四
八
年
）
を
参
照
。
特
に
強
調

を
要
す
る
点
に
つ
い
て
は
個
別
に
後
掲
注
を
付
し
た
。

（
7
）
現
在
と
異
な
り
、
包
括
的
な
設
立
届
は
な
い
。
届
け
出
先
は
、
市
町
村
選
管
、
市
町
村
選
管
を
通
じ
て
都
道
府
県
選
管
、
都
道
府
県
選
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管
を
通
じ
て
全
国
選
挙
管
理
委
員
会
、
の
三
種
な
の
で
、
現
在
（
都
道
府
県
選
管
な
い
し
は
、
都
道
府
県
選
管
を
通
じ
て
総
務
相
）
と
若

干
異
な
る
。

（
8
）
前
掲
、
全
國
選
挙
管
理
委
員
会
編
『
政
治
資
金
規
正
法
法
令
集
』、
五
六
頁
（「
政
治
資
金
規
正
法
に
関
す
る
件
通
知
」（
昭
和
二
三
年

七
月
二
九
日
）
を
所
収
）
お
よ
び
前
掲
、
三
浦
『
政
治
資
金
規
正
法
逐
条
解
説
』、
五
八
―
五
九
頁
。
後
者
に
よ
れ
ば
、「
た
め
に
な
さ
れ

た
と
は
、
直
接
こ
れ
ら
の
団
体
に
対
し
な
さ
れ
る
場
合
は
勿
論
、
こ
れ
ら
の
団
体
の
た
め
に
、
全
く
他
の
団
体
又
は
個
人
即
ち
第
三
者
に

対
し
な
さ
れ
た
も
の
を
も
含
む
意
味
で
あ
る
」。

（
9
）
参
議
院
事
務
局
「
第
二
回
国
会

参
議
院
議
院
運
営
委
員
会
政
党
及
び
選
挙
に
関
す
る
小
委
員
会
会
議
録

第
二
号
」（
昭
和
二
三
年

五
月
一
二
日
分
）、
四
―
五
頁
（
竹
下
豊
次
に
対
す
る
三
浦
義
男
・
衆
議
院
法
制
部
長
の
説
明
）
お
よ
び
同
「
第
二
回
国
会

参
議
院
議

院
運
営
委
員
会
政
党
及
び
選
挙
に
関
す
る
小
委
員
会
会
議
録

第
三
号
」（
昭
和
二
三
年
五
月
一
七
日
分
）、
五
頁
（
門
屋
盛
一
に
対
す
る

郡
祐
一
・
全
国
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
の
説
明
）。

（
10
）
現
在
で
は
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
券
購
入
者
の
一
部
に
つ
い
て
義
務
付
け
ら
れ
、
そ
れ
は
政
党
以
外
の
政
治
団
体
も
同
じ
で
あ
る
。

（
11
）
前
掲
、
全
國
選
挙
管
理
委
員
会
編
『
政
治
資
金
規
正
法
法
令
集
』、
六
〇
―
六
一
頁
。

（
12
）
前
掲
、
三
浦
『
政
治
資
金
規
正
法
逐
条
解
説
』、
七
六
頁
。
な
お
、
杣
も
竹
内
も
、
寄
附
に
つ
い
て
は
、
政
党
・
団
体
か
ら
で
あ
れ
ば

一
件
一
〇
〇
〇
円
以
上
の
も
の
、
そ
れ
以
外
の
個
人
か
ら
で
あ
れ
ば
一
件
五
〇
〇
円
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
報
告
、
支
出
に
つ
い
て
は
、

政
党
・
団
体
宛
で
あ
れ
ば
一
件
一
〇
〇
〇
円
以
上
の
も
の
、
そ
れ
以
外
の
個
人
宛
で
あ
れ
ば
一
件
五
〇
〇
円
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
報

告
、
と
説
明
し
て
い
る
が
、
寄
附
に
つ
い
て
は
若
干
の
、
支
出
に
つ
い
て
は
相
当
の
不
正
確
さ
が
残
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）
前
掲
・
竹
内
『
政
治
資
金
規
正
法
』、
五
二
頁
。

（
14
）
福
永
文
夫
編
『
Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
政
局
資
料
「
占
領
改
革
」
第
二
巻

選
挙
法
・
政
治
資
金
規
正
法
』（
丸
善
、
一
九
九
七
年
）、
四
一
五
頁

（
国
立
国
会
図
書
館
県
政
資
料
室
所
蔵
『
佐
藤
達
夫
関
係
文
書
』
一
二
八
八
よ
り
転
載
）
を
も
と
に
筆
者
作
成
。

（
15
）
衆
議
院
事
務
局
「
第
二
回
国
会

衆
議
院
政
党
法
及
び
選
挙
法
に
関
す
る
特
別
委
員
会
議
録

第
四
号
」（
昭
和
二
三
年
四
月
二
七
日
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分
）、
二
頁
。

（
16
）
衆
議
院
事
務
局
「
第
二
回
国
会

衆
議
院
政
党
法
及
び
選
挙
法
に
関
す
る
特
別
委
員
会
議
録

第
五
号
」（
昭
和
二
三
年
四
月
三
〇
日

分
）、
一
頁
。

（
17
）
前
掲
、「
第
二
回
国
会

衆
議
院
政
党
法
及
び
選
挙
法
に
関
す
る
特
別
委
員
会
議
録

第
四
号
」（
昭
和
二
三
年
四
月
二
七
日
分
）、
二

頁
。

（
18
）
前
掲
、「
第
二
回
国
会

衆
議
院
政
党
法
及
び
選
挙
法
に
関
す
る
特
別
委
員
会
議
録

第
五
号
」（
昭
和
二
三
年
四
月
三
〇
日
分
）、
一

頁
。

（
19
）
前
掲
、「
第
二
回
国
会

衆
議
院
政
党
法
及
び
選
挙
法
に
関
す
る
特
別
委
員
会
議
録

第
四
号
」（
昭
和
二
三
年
四
月
二
七
日
分
）、
三

頁
。

（
20
）
前
掲
、「
第
二
回
国
会

衆
議
院
政
党
法
及
び
選
挙
法
に
関
す
る
特
別
委
員
会
議
録

第
五
号
」（
昭
和
二
三
年
四
月
三
〇
日
分
）、
一

頁
。

（
21
）
以
下
、
林
の
修
正
要
求
に
つ
い
て
は
前
掲
、「
第
二
回
国
会

衆
議
院
政
党
法
及
び
選
挙
法
に
関
す
る
特
別
委
員
会
議
録

第
四
号
」

（
昭
和
二
三
年
四
月
二
七
日
分
）、
四
頁
。

（
22
）
以
下
、
政
府
側
の
説
明
と
そ
れ
に
対
す
る
林
の
反
論
に
つ
い
て
は
前
掲
、「
第
二
回
国
会

衆
議
院
政
党
法
及
び
選
挙
法
に
関
す
る
特

別
委
員
会
議
録

第
五
号
」（
昭
和
二
三
年
四
月
三
〇
日
分
）、
四
頁
。

（
23
）
前
掲
、
杣
『
日
本
選
挙
制
度
史
』、
二
三
五
頁
も
参
照
。

（
24
）
前
掲
、「
第
二
回
国
会

衆
議
院
政
党
法
及
び
選
挙
法
に
関
す
る
特
別
委
員
会
議
録

第
五
号
」（
昭
和
二
三
年
四
月
三
〇
日
分
）、
五

頁
。

（
25
）
前
掲
、
杣
『
日
本
選
挙
制
度
史
』、
二
三
四
―
二
三
五
頁
と
前
掲
、
竹
内
『
政
治
資
金
規
正
法
』、
五
〇
頁
も
こ
の
林
討
論
を
紹
介
し
て

い
る
。
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（
26
）
前
掲
、
杣
『
日
本
選
挙
制
度
史
』、
二
三
九
頁
。
な
お
、
現
在
で
は
、
生
産
者
も
ま
た
公
開
さ
れ
る
こ
と
を
た
め
ら
う
と
の
評
も
あ
る

（
例
え
ば
、
西
田
昌
司
『
西
田
昌
司
の
リ
タ
ー
ン
ト
ゥ
ジ
ャ
パ
ン
』（
万
来
舎
、
二
〇
二
五
年
）、
一
二
四
―
一
二
五
頁
を
参
照
。
ほ
か
の

保
守
系
政
治
家
か
ら
も
資
金
提
供
を
依
頼
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
で
あ
る
と
い
う
）。
系
列
や
人
間
関
係
が
よ
り
固
定
化
さ

れ
て
い
た
時
代
に
は
、
杣
の
解
釈
は
一
定
の
説
得
力
を
持
っ
た
で
あ
ろ
う
。

（
27
）
参
議
院
事
務
局
「
第
二
回
国
会

参
議
院
議
院
運
営
委
員
会
政
党
及
び
選
挙
に
関
す
る
小
委
員
会
会
議
録

第
四
号
」（
昭
和
二
三
年

五
月
一
九
日
分
）、
二
頁
。

（
28
）
参
議
院
事
務
局
「
第
二
回
国
会

参
議
院
議
院
運
営
委
員
会
政
党
及
び
選
挙
に
関
す
る
小
委
員
会
会
議
録

第
五
号
」（
昭
和
二
三
年

五
月
二
一
日
分
）、
一
頁
。

（
29
）
同
右
。

（
30
）
参
議
院
事
務
局
「
第
二
回
国
会

参
議
院
会
議
録

第
五
十
一
号
」（
昭
和
二
三
年
六
月
二
〇
日
分
）、
六
一
九
頁
。

（
31
）
前
掲
、「
第
二
回
国
会

参
議
院
議
院
運
営
委
員
会
政
党
及
び
選
挙
に
関
す
る
小
委
員
会
会
議
録

第
二
号
」（
昭
和
二
三
年
五
月
一
二

日
分
）、
四
頁
。

（
32
）
前
掲
、「
第
二
回
国
会

参
議
院
議
院
運
営
委
員
会
政
党
及
び
選
挙
に
関
す
る
小
委
員
会
会
議
録

第
三
号
」（
昭
和
二
三
年
五
月
一
七

日
分
）、
二
頁
。

（
33
）
同
右
、
二
―
三
頁
。

（
34
）
同
右
、
二
―
四
頁
。

（
35
）
同
右
、
四
頁
。

（
36
）
同
右
。

（
37
）
参
議
院
事
務
局
「
第
二
回
国
会

参
議
院
議
院
運
営
委
員
会
政
党
及
び
選
挙
に
関
す
る
小
委
員
会
会
議
録

第
六
号
」（
昭
和
二
三
年

六
月
一
一
日
分
）、
一
頁
。
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（
38
）
前
掲
、「
第
二
回
国
会

参
議
院
議
院
運
営
委
員
会
政
党
及
び
選
挙
に
関
す
る
小
委
員
会
会
議
録

第
二
号
」（
昭
和
二
三
年
五
月
一
二

日
分
）、
二
頁
。

（
39
）
同
右
、
三
頁
。

（
40
）
前
掲
、「
第
二
回
国
会

参
議
院
議
院
運
営
委
員
会
政
党
及
び
選
挙
に
関
す
る
小
委
員
会
会
議
録

第
三
号
」（
昭
和
二
三
年
五
月
一
七

日
分
）、
一
―
二
頁
。

（
41
）
前
掲
、「
第
二
回
国
会

参
議
院
議
院
運
営
委
員
会
政
党
及
び
選
挙
に
関
す
る
小
委
員
会
会
議
録

第
五
号
」（
昭
和
二
三
年
五
月
二
一

日
分
）、
一
頁
。

（
42
）
参
議
院
事
務
局
「
第
二
回
国
会

参
議
院
議
院
運
営
委
員
会
会
議
録

第
三
十
七
号
」（
昭
和
二
三
年
五
月
二
四
日
分
）、
一
頁
お
よ
び

三
―
四
頁
。
な
お
、
江
口
は
、
本
来
の
目
的
で
な
い
限
り
規
制
す
べ
き
で
な
い
こ
と
を
示
唆
し
た
ほ
か
、
目
的
が
な
く
と
も
行
為
だ
け
で

規
制
す
る
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
、「
主
目
的
」
で
な
い
限
り
適
用
し
な
い
よ
う
に
修
正
す
る
な
ど
の
提
案
も
行
っ
て
い
る
。

重
盛
は
、
少
額
寄
附
へ
の
規
制
反
対
に
も
触
れ
た
。

（
43
）
前
掲
、「
第
二
回
国
会

参
議
院
議
院
運
営
委
員
会
政
党
及
び
選
挙
に
関
す
る
小
委
員
会
会
議
録

第
六
号
」（
昭
和
二
三
年
六
月
一
一

日
分
）、
一
頁
。

（
44
）
参
議
院
事
務
局
「
第
二
回
国
会

参
議
院
議
院
運
営
委
員
会
会
議
録

第
四
十
九
号
」（
昭
和
二
三
年
六
月
一
五
日
分
）、
四
頁
。

（
45
）
前
掲
、「
第
二
回
国
会

参
議
院
議
院
運
営
委
員
会
政
党
及
び
選
挙
に
関
す
る
小
委
員
会
会
議
録

第
六
号
」（
昭
和
二
三
年
六
月
一
一

日
分
）、
一
頁
。
以
降
、
竹
下
案
の
内
容
に
つ
い
て
は
衆
議
院
事
務
局
、「
第
二
回
国
会

衆
議
院
会
議
録

第
七
十
四
号
」（
昭
和
二
三

年
六
月
三
〇
日
分
）、
八
五
七
―
八
五
八
頁
も
参
照
。

（
46
）
前
掲
、「
第
二
回
国
会

参
議
院
議
院
運
営
委
員
会
会
議
録

第
四
十
九
号
」（
昭
和
二
三
年
六
月
一
五
日
分
）、
三
頁
。

（
47
）
同
右
、
四
頁
。

（
48
）
前
掲
、「
第
二
回
国
会

参
議
院
議
院
運
営
委
員
会
政
党
及
び
選
挙
に
関
す
る
小
委
員
会
会
議
録

第
六
号
」（
昭
和
二
三
年
六
月
一
一
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日
分
）、
一
頁
。

（
49
）
前
掲
、「
第
二
回
国
会

参
議
院
議
院
運
営
委
員
会
会
議
録

第
四
十
九
号
」（
昭
和
二
三
年
六
月
一
五
日
分
）、
四
頁
。

（
50
）
同
右
。
な
お
、
佐
々
木
は
匿
名
寄
附
の
余
地
が
あ
る
と
の
認
識
は
持
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
先
述
の
通
り
、
選
挙
資
金
に
つ
い
て

は
匿
名
寄
附
禁
止
の
別
途
条
文
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
政
治
資
金
に
つ
い
て
は
置
か
れ
て
い
な
い
た
め
、
解
釈
の
余
地
は
あ

る
の
だ
が
、
佐
々
木
は
氏
名
公
表
に
つ
い
て
の
規
定
の
素
直
な
読
み
方
を
前
提
と
し
た
憂
慮
を
表
明
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
注
（
6
）

掲
載
の
各
解
説
書
で
も
、
匿
名
寄
附
は
禁
止
と
さ
れ
て
い
る
。

（
51
）
同
右
。

（
52
）
前
掲
、「
第
二
回
国
会

参
議
院
議
院
運
営
委
員
会
政
党
及
び
選
挙
に
関
す
る
小
委
員
会
会
議
録

第
三
号
」（
昭
和
二
三
年
五
月
一
七

日
分
）、
五
頁
。

（
53
）
前
掲
、「
第
二
回
国
会

参
議
院
議
院
運
営
委
員
会
会
議
録

第
三
十
七
号
」（
昭
和
二
三
年
五
月
二
四
日
分
）、
一
頁
お
よ
び
七
―
八

頁
。

（
54
）
同
右
、
八
頁
。

（
55
）
前
掲
、「
第
二
回
国
会

参
議
院
議
院
運
営
委
員
会
政
党
及
び
選
挙
に
関
す
る
小
委
員
会
会
議
録

第
五
号
」（
昭
和
二
三
年
五
月
二
一

日
分
）、
一
頁
。

（
56
）
同
右
、
一
―
二
頁
。

（
57
）
前
掲
、「
第
二
回
国
会

参
議
院
議
院
運
営
委
員
会
政
党
及
び
選
挙
に
関
す
る
小
委
員
会
会
議
録

第
二
号
」（
昭
和
二
三
年
五
月
一
二

日
分
）、
一
頁
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
令
和
七
年
度

公
益
財
団
法
人
富
山
第
一
銀
行
奨
学
財
団
「
研
究
活
動
に
対
す
る
助
成
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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